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平
成
24
年
５
月
臨
時
会
の
ご
報
告

議
第
45
号

高
山
市
税
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
専
決
処

分
に
つ
い
て

地
方
税
法
の
改
正
に
伴

い
行
っ
た
専
決
処
分
で
、

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画

税
の
負
担
調
整
措
置
の
見

直
し
と
措
置
年
度
に
お
け

る
評
価
額
の
下
落
修
正
の

特
例
措
置
の
継
続
に
つ
い

て
、
全
員
一
致
で
承
認
し

ま
し
た
。

議
第
46
号

平
成
23
年
度
高
山
市
一
般

会
計
補
正
予
算（
第
７
号
）

の
専
決
処
分
に
つ
い
て

地
方
交
付
税
等
の
確
定

等
に
伴
い
行
っ
た
専
決
処

分
で
、
補
正
額
13
億
５
５

９
４
万
円
の
減
債
基
金
へ

の
積
立
て
等
に
つ
い
て
、

全
員
一
致
で
承
認
し
ま
し

た
。

主
な
質
疑
は
次
の
通
り
。

【
問
】
当
初
５
％
減
税
分

は
い
く
ら
見
込
ん
で
い
た

か
。

【
答
】
約
５
７
０
０
万
円
。

【
問
】
固
定
資
産
税
も
含

め
て
か
。

【
答
】
法
人
市
民
税
の
み

で
あ
る
。

議
第
47
号

固
定
資
産
評
価
員
の
選
任

に
つ
い
て

北
村
鋭
（
税
務
課
長
）

全
員
一
致
で
同
意
し
ま
し

た
。

※
休
憩
中
に
正
副
議
長
に

な
ろ
う
と
す
る
者
の
所

信
表
明
会
を
全
員
協
議

会
室
で
開
催
し
、
そ
の

後
議
場
に
お
い
て
選
挙

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

○
議
長
選
挙

橋
本
正
彦
議
員　
　

21
票

小
井
戸
真
人
議
員　

２
票

無
効
票　
　
　
　
　

１
票

○
副
議
長
選
挙

松
本
紀
史
議
員　
　

11
票

水
門
義
昭
議
員　
　

６
票

谷
澤
政
司
議
員　
　

６
票

無
効
票　
　
　
　
　

１
票

議
第
48
号

監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い

て今
井
武
男
議
員
（
議
選
）

全
員
一
致
で
同
意
し
ま
し

た
。

○
常
任
委
員
の
選
任

○
議
会
運
営
委
員
の
選
任

○
飛
騨
農
業
共
済
事
務
組

合
議
会
議
員

○
古
川
国
府
給
食
セ
ン
タ

ー
利
用
組
合
議
会
議
員

○
広
報
広
聴
委
員
の
選
任

○
特
別
委
員
の
選
任

※
各
委
員
等
に
つ
い
て
は

Ｐ
３
に
掲
載

平
成
24
年
第
２
回
臨
時
会
が
５
月
11
日
に
開
か

れ
、
市
側
か
ら
提
出
さ
れ
た
高
山
市
税
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
専
決
処
分
に
つ
い
て
な
ど

３
件
、
固
定
資
産
評
価
員
の
選
任
・
監
査
委
員
の

選
任
の
人
事
案
件
２
件
に
つ
い
て
審
議
し
、
そ
れ

ぞ
れ
決
定
し
ま
し
た
。

ま
た
、正
副
議
長
選
挙
の
ほ
か
各
常
任
委
員
会
、

議
会
運
営
委
員
会
、
広
報
広
聴
委
員
会
、
特
別
委

員
会
の
委
員
の
選
任
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
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第７９代高山市議会議長に就任させて

いただきました。

國島市長誕生から２年、高山市の状

況も行政環境も大きく変わろうとして

いるなかで、これからの議会と理事者

側との関係については、常に緊張感ある距離感を保ちながら、

政策論争できる議会としてこれまで以上に政策立案能力、議会

の資質向上に取り組まなければならないと感じております。

議会は、いわゆる「市民の皆様との約束」を明文化した議会

基本条例を昨年３月制定いたしました。この一年間議員各位に

は大変なご努力をいただきましたが、まだ途についたばかりで

あると思っております。

この議会基本条例を基本として、市民の皆様のニーズを的確

に把握し、時代の変化に柔軟にまた迅速に対応できる議会、市

民の皆様に信頼され、ご理解いただけるような分かりやすい議

会となるよう努力させていただきます。

今後、行政のバックアップ体制、これからの課題に対応でき

る議会運営・議会体制の必要性など、議会の立ち位置が重要に

なってくる時期だと認識しております。

最後に、就任早々に議会内の混乱につきまして、市民の皆様

にはご心配とご迷惑をおかけしましたことを議長として大変申

し訳なく思っております。今後、議会改革及び議会運営について、

停滞させることなく頑張らせていただきます。

所信表明会は、正副議長
になろうとする者が議会運
営にかかる自らの考えを表
明することによって、「市民
に開かれた分かりやすい議
会づくりを進める」ことを
目的として、昨年より開催
しています。
今回の所信表明会には、
議長に２名、副議長に３名
の申し出があり、傍聴者多
数の中それぞれに所信を述
べられた後、質疑に答えて
いただきました。

議
会
運
営
委
員
会

基
盤
整
備
委
員
会

文
教
経
済
委
員
会

福
祉
保
健
委
員
会

総
務
企
画
委
員
会

委　
　

員

副
委
員
長

委
員
長

委　
　

員

副
委
員
長

委
員
長

委　
　

員

副
委
員
長

委
員
長

委　
　

員

副
委
員
長

委
員
長

委　
　

員

副
委
員
長

委
員
長

杉
本
健
三

松
葉
晴
彦

車
戸
明
良

中
筬
博
之

小
井
戸
真
人

中
田
清
介

今
井
武
男

水
門
義
昭

中
筬
博
之

北
村
征
男

佐
竹

稔

谷
澤
政
司

島
田
政
吾

藤
江
久
子

中
田
清
介

若
山
加
代
子

岩
垣
和
彦

倉
田
博
之

小
井
戸
真
人

松
葉
晴
彦

車
戸
明
良

山
腰
恵
一

松
山
篤
夫

村
瀬
祐
治

杉
本
健
三

松
本
紀
史

橋
本
正
彦

渡
辺
甚
一

溝
端
甚
一
郎

木
本
新
一

利
用
組
合
議
会
議
員

古
川
国
府
給
食
セ
ン
タ
ー

飛
騨
農
業
共
済
事
務
組
合
議
会
議
員

高
山
土
地
開
発
公
社

広
報
広
聴
委
員
会

駅
周
辺
整
備
特
別
委
員
会

監　

事

理　

事

委　
　

員

副
委
員
長

委
員
長

委　
　

員

副
委
員
長

委
員
長

岩
垣
和
彦

松
本
紀
史

倉
田
博
之

橋
本
正
彦

島
田
政
吾

車
戸
明
良

小
井
戸
真
人

今
井
武
男

谷
澤
政
司

藤
江
久
子

中
田
清
介

北
村
征
男

山
腰
恵
一

佐
竹

稔

車
戸
明
良

松
山
篤
夫

岩
垣
和
彦

若
山
加
代
子

北
村
征
男

渡
辺
甚
一

中
筬
博
之

谷
澤
政
司

木
本
新
一

岩
垣
和
彦

若
山
加
代
子

北
村
征
男

山
腰
恵
一

藤
江
久
子

島
田
政
吾

委
員
会
等
所
属
一
覧

議長抱負

所信表明会を開催

議会三役
議　　長　橋本正彦 議員

副 議 長　松本紀史 議員

監査委員　今井武男 議員
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〈
議
第
51
号
〉
高
山
市
印

鑑
条
例
等
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

　

住
民
基
本
台
帳
法
の
改

正
及
び
外
国
人
登
録
法
の

廃
止
に
伴
う
関
係
条
例
の

条
文
整
備
。

【
質
疑
】
外
国
人
登
録
法

が
廃
止
に
な
っ
た
背
景
は
。

【
答
弁
】
日
本
在
住
の
外

国
人
の
増
加
、
お
よ
び
入

国
・
在
留
目
的
の
多
様
化

に
よ
り
、
各
種
行
政
で
入

国
・
在
留
状
況
を
正
確
に

把
握
す
る
重
要
性
が
増
し

て
い
る
。

【
質
疑
】
高
山
市
に
与
え

る
影
響
は
何
か
。

【
答
弁
】
外
国
人
は
外
国

人
登
録
法
に
よ
り
管
理
さ

れ
て
い
た
が
、
日
本
人
と

同
様
に
住
民
基
本
台
帳
に

記
載
さ
れ
一
元
管
理
さ
れ

る
。
ま
た
、
国
と
市
の
関

係
で
外
国
人
の
在
留
資
格

等
に
つ
い
て
の
情
報
が
オ

ン
ラ
イ
ン
化
さ
れ
る
。

【
質
疑
】
市
内
に
在
住
す

る
外
国
人
に
対
し
て
、
ど

の
よ
う
に
周
知
す
る
の
か
。

【
答
弁
】
外
国
人
住
民
の

方
に
仮
の
住
民
票
を
作
成
、

送
付
し
内
容
確
認
の
後
、

住
民
票
に
移
行
す
る
。

【
質
疑
】
高
山
市
に
お
い

て
在
留
外
国
人
は
何
人
か
。

【
答
弁
】
本
年
４
月
１
日

現
在
５
８
１
人
で
国
別
で

は
、
主
に
中
国
２
５
１
人
、

韓
国
・
朝
鮮
１
６
７
人
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
83
人
と
な
っ

て
い
る
。

【
質
疑
】
住
民
票
に
記
載

で
き
な
い
方
へ
の
対
応
は
。

【
答
弁
】
法
施
行
が
さ
れ

る
７
月
ま
で
に
在
留
資
格

の
期
限
が
切
れ
る
方
が
22

名
い
る
た
め
、
対
象
者
は

入
国
管
理
局
で
在
留
資
格

の
延
長
手
続
き
が
必
要
と

な
る
。

【
質
疑
】
印
鑑
に
つ
い
て

通
称
や
カ
タ
カ
ナ
も
可
能

と
さ
れ
る
が
、
印
鑑
に
制

約
は
あ
る
の
か
。

【
答
弁
】
基
本
的
に
現
行

ど
お
り
で
あ
る
が
、
大
き

さ
の
な
ど
規
定
は
あ
る
。

ま
た
、
新
た
な
住
民
基
本

台
帳
に
記
載
さ
れ
た
通
称

や
カ
タ
カ
ナ
で
あ
れ
ば
印

鑑
登
録
に
も
使
用
可
能
と

な
る
。

　

以
上
の
よ
う
な
質
疑
の

後
、
全
員
一
致
で
可
決
し

ま
し
た
。

〈
議
第
54
号
〉
証
明
書
交

付
等
に
関
す
る
事
務
の
委

託
に
つ
い
て
の
規
約
の
変

更
に
つ
い
て

　

外
国
人
登
録
法
の
廃
止

に
伴
う
条
文
整
備
。

〈
議
第
55
号
〉
高
山
市
の

特
定
の
事
務
を
取
り
扱
わ

せ
る
郵
便
局
の
指
定
に
お

け
る
取
扱
事
務
の
変
更
に

つ
い
て

　

外
国
人
登
録
法
の
廃
止

等
に
伴
い
規
約
等
の
変
更

を
行
な
う
も
の
。

〈
議
第
57
号
〉
財
産
の
取

得
に
つ
い
て
（
消
防
ポ
ン

プ
自
動
車
）

　

消
防
ポ
ン
プ
自
動
車

３
台
及
び
水
槽
付
消
防

ポ
ン
プ
自
動
車
１
台
を

取
得
。
高
山
支
団
、
清

見
支
団
、
荘
川
支
団
で

Ｃ
Ｄ
‐
Ⅰ
型
消
防
ポ
ン

プ
自
動
車
を
、
高
山
消

防
署
国
府
分
署
に
Ⅰ
‐

Ａ
型
水
槽
付
消
防
ポ
ン

プ
自
動
車
を
設
置
す
る

も
の
。

取
得
金
額

９
１
４
５
万
５
千
円

は
、
総
務
企
画
委
員
長
の

報
告
の
後
、
全
員
一
致
で

可
決
し
ま
し
た
。

※
Ｐ
５
の
委
員
会
審
査

参
照

〈
議
第
53
号
〉
友
好
都
市

提
携
に
つ
い
て

〈
議
第
56
号
〉
市
有
財
産

６
月
定
例
会
の
結
果
を
報
告
し
ま
す

６
月
定
例
会
が
６
月
５
日
か
ら
６
月
21
日
ま
で
開

か
れ
、
暴
力
団
排
除
条
例
の
制
定
な
ど
の
他
、
条
例

案
件
や
人
事
案
件
な
ど
15
議
案
を
審
議
。
原
案
の
と

お
り
可
決
・
承
認
・
同
意
し
、
議
員
提
出
の
２
議
案

も
併
せ
て
可
決
し
ま
し
た
。

６
月
５
日　

本
会
議

契
約
の
相
手
方

岐
阜
日
野
自
動
車
㈱

高
山
支
店

〈
議
第
49
号
〉
高
山
市
暴

力
団
排
除
条
例
に
つ
い
て

〈
議
第
50
号
〉
高
山
市
情

報
公
開
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

〈
議
第
52
号
〉
高
山
市
税

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

　

右
記
３
議
案
に
つ
い
て

６
月
21
日　

本
会
議

取
得
す
る
同
型
（
Ｃ
Ｄ
‐
Ⅰ
型
）
の
消

防
ポ
ン
プ
自
動
車
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で
は
、
す
で
に
こ
の
条
例

を
制
定
し
、
全
て
の
市
町

村
に
お
い
て
も
こ
の
条
例

を
制
定
す
る
予
定
で
あ
る
。

ま
た
市
に
お
い
て
は
、
今

年
2
月
に
観
光
関
係
団

体
、
商
工
関
係
団
体
、
神

社
、
市
な
ど
で
「
高
山
市

露
店
等
営
業
円
滑
運
営
委

員
会
」
を
設
立
し
排
除
に

向
け
て
の
取
り
組
み
を
行

っ
て
い
る
。

【
問
】
露
店
商
に
暴
力
団

が
い
る
か
い
な
い
か
は
、

ど
の
よ
う
に
チ
ェ
ッ
ク
す

る
の
か
。

【
答
】
2
月
に
設
立
し
た

運
営
委
員
会
と
警
察
が
連

携
・
協
力
し
て
、
露
店
商

申
請
時
に
チ
ェ
ッ
ク
を
し

て
い
る
。

【
問
】
県
下
の
制
定
状
況

は
ど
う
か
。

【
答
】
県
下
21
市
中
９
市

は
制
定
済
み
で
あ
る
。
下

呂
市
は
3
月
に
制
定
済
み

で
あ
り
、
飛
騨
市
は
6
月

か
9
月
に
制
定
予
定
で
あ

る
。

〈
議
第
50
号
〉
高
山
市
情

報
公
開
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

高
山
市
土
地
開
発
公
社

が
管
理
す
る
情
報
を
公
開

請
求
の
対
象
と
す
る
た
め

改
正
し
よ
う
と
す
る
も
の
。

【
問
】
今
回
、
土
地
開
発

公
社
を
対
象
と
し
た
が
、

他
に
も
れ
て
い
る
も
の
は

な
い
の
か
。

【
答
】
も
れ
て
い
る
も
の

は
な
い
。

〈
議
第
52
号
〉
高
山
市
税

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

地
方
税
法
の
改
正
等
に

伴
い
改
正
す
る
も
の
。

【
問
】
新
た
に
都
市
計
画

区
域
に
指
定
し
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
都
市
計
画
税

総
務
企
画
委
員
会

付
託
さ
れ
た
３
議
案
に

つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
な

審
査
を
行
い
全
員
一
致
で

原
案
の
通
り
可
決
す
べ
き

も
の
と
決
め
ま
し
た
。

〈
議
第
49
号
〉
高
山
市
暴

力
団
排
除
条
例
に
つ
い
て

【
問
】
暴
力
団
排
除
条
例

の
経
緯
は

【
答
】
平
成
20
年　

国
の

暴
力
団
対
策
法
改
正
に
よ

り
、
社
会
全
体
で
暴
力
団

を
排
除
す
る
よ
う
シ
フ
ト

し
て
き
て
い
る
。
こ
れ
を

受
け
て
全
国
47
都
道
府
県

文
教
経
済
委
員
会

　

付
託
さ
れ
た
２
議
案
に

つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
な

審
査
の
結
果
、
全
員
一
致

で
原
案
の
通
り
可
決
す
べ

き
も
の
と
決
め
ま
し
た
。

〈
議
第
53
号
〉
友
好
都
市

提
携
に
つ
い
て

【
問
】
都
市
提
携
に
よ
る
、

ま
ち
づ
く
り
へ
の
反
映
は
。

【
答
】
デ
ン
バ
ー
は
経
済

交
流
・
物
販
・
送
客
に
つ

な
げ
た
い
。
昆
明
は
東
南

ア
ジ
ア
へ
の
戦
略
拠
点
。

シ
ビ
ウ
と
ト
ロ
ワ
は
市
民

の
伝
統
文
化
に
対
す
る
意

識
高
揚
に
つ
な
が
る
。
ペ

ル
ー
は
世
界
遺
産
マ
チ
ュ

ピ
チ
ュ
と
の
つ
な
が
り
で

高
山
を
Ｐ
Ｒ
し
た
い
。

【
問
】
今
回
提
携
す
る
シ

ビ
ウ
市
と
の
今
後
の
具
体

的
な
交
流
の
方
向
性
は
。

【
答
】
文
化
協
会
や
市
民

に
呼
び
か
け
検
討
し
た
い
。

【
問
】
締
結
の
時
期
は
。

【
答
】
９
月
初
旬
の
予
定
。

《
自
由
討
議
》

○
今
後
は
友
好
都
市
提
携

の
評
価
も
必
要
。

○
矢
継
ぎ
早
の
都
市
提
携

に
は
市
民
の
戸
惑
い
も
あ

り
慎
重
に
対
応
す
べ
き
。

○
海
外
戦
略
室
の
本
来
の

戦
略
的
業
務
に
支
障
を
き

た
す
恐
れ
は
な
い
か
。

○
都
市
交
流
の
意
義
を
、

市
民
が
直
接
的
か
つ
具
体

的
に
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に

の
無
償
譲
渡
に
つ
い
て

（
旧
ウ
ッ
ド
イ
ン
で
あ
い
）

　

右
記
２
議
案
に
つ
い
て

は
、
文
教
経
済
委
員
長
の

報
告
の
後
、
全
員
一
致
で

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

※
Ｐ
５
の
委
員
会
審
査

参
照

す
る
こ
と
が
課
題
だ
。

○
財
政
的
側
面
も
考
慮
す

る
必
要
が
あ
る
。

○
提
携
は
官
民
あ
げ
て
有

効
に
進
め
る
べ
き
だ
。

〈
議
第
56
号
〉
市
有
財
産

の
無
償
譲
渡
に
つ
い
て

【
問
】
当
該
施
設
（
荘
川

町
・
旧
ウ
ッ
ド
イ
ン
で
あ

い
）
の
建
設
年
月
日
・
建

設
目
的
・
廃
止
の
時
期
は
。

【
答
】
林
産
物
の
展
示
・

販
売
・
普
及
・
宣
伝
を
目

的
に
、
Ｈ
５
年
４
月
に
供

用
を
開
始
。
Ｈ
16
年
３
月

に
営
業
を
廃
止
し
、
そ
の

後
は
倉
庫
と
し
て
利
用
。

【
問
】
建
設
時
の
補
助
金

は
。

【
答
】
農
林
水
産
省
の
山

村
活
性
化
特
用
林
産
振

興
事
業
を
利
用
。
事
業

費
１
億
２
３
５
０
万
円

で
、
補
助
対
象
事
業
は
約

７
４
０
０
万
円
。
50
％
が

国
の
補
助
で
県
が
４
・
５

％
の
上
乗
せ
。

【
問
】
土
地
の
管
理
は
。

【
答
】
土
地
は
市
有
財
産

と
し
て
管
理
し
、
今
後
は

有
償
で
貸
し
付
け
す
る
。

地
代
は
年
額
約
10
万
円
。

〈
議
第
58
号
〉
人
権
擁
護

委
員
候
補
者
の
推
薦
に
つ

い
て

　

現
在
の
人
権
擁
護
委
員

の
任
期
が
本
年
９
月
30
日

で
満
了
す
る
た
め
、
新
た

な
候
補
者
の
推
薦
を
同
意

し
た
も
の
。

•
加か

と
う藤　

雅ま
さ
ひ
ろ宏

氏

委

員

会

審

査

を
猶
予
す
る
の
は
な
ぜ
か
。

【
答
】
今
回
拡
大
を
し
た

地
域
は
当
面
事
業
予
定
が

な
い
た
め
、
平
成
31
年
ま

で
課
税
を
猶
予
す
る
。
課

税
時
期
、
手
法
に
つ
い
て

は
そ
れ
ま
で
に
協
議
す
る
。

【
問
】
都
市
計
画
区
域
に

指
定
す
る
こ
と
と
都
市
計

画
税
と
の
か
ね
あ
い
は
。

【
答
】
都
市
計
画
区
域
は
、

開
発
動
向
が
高
ま
っ
て
い

る
地
域
に
対
し
規
制
が
必

要
な
所
を
指
定
す
る
も
の

で
あ
る
。
指
定
に
つ
い
て

の
条
件
は
ど
こ
の
場
所
で

も
同
じ
だ
が
、
区
域
を
拡

大
す
る
と
き
の
条
件
、
あ

り
方
を
市
民
に
説
明
し
た

う
え
で
、
今
回
拡
大
す
る

地
域
に
つ
い
て
は
、
当
面

課
税
は
猶
予
す
る
こ
と
で

決
定
し
た
。
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【
問
】
建
物
の
修
繕
は
。

【
答
】
内
部
に
大
き
な
損

傷
は
な
い
が
浄
化
槽
が
使

用
不
能
の
た
め
下
水
道
に

接
続
し
て
譲
渡
す
る
。

【
問
】
施
設
の
改
修
は
。

【
答
】
ペ
レ
ッ
ト
暖
房
へ

の
更
新
や
サ
ッ
シ
の
修
繕

な
ど
５
０
０
〜
７
０
０
万

円
が
見
込
ま
れ
る
。
費
用

負
担
は
観
光
協
会
で
あ
る
。

【
問
】
無
償
譲
渡
の
理
由

は
。

【
答
】
今
回
の
活
用
が
、

建
設
当
初
の
目
的
に
合
致

す
る
こ
と
で
補
助
金
返
還

も
生
じ
ず
、
地
域
振
興
へ

の
貢
献
が
見
込
ま
れ
る
こ

と
か
ら
無
償
譲
渡
と
す
る
。

【
問
】
今
回
の
経
緯
は
。

【
答
】
国
内
外
で
エ
コ
ツ

ー
リ
ズ
ム
の
ノ
ウ
ハ
ウ
と

実
績
を
持
っ
た
団
体
が
、

観
光
協
会
に
加
入
し
て
施

設
活
用
に
協
力
し
た
い
と

の
申
し
出
が
あ
っ
た
。

【
問
】
地
元
へ
の
説
明
は
。

【
答
】
連
合
町
内
会
の
場

で
説
明
し
た
。

【
問
】
行
政
の
支
援
は
。

【
答
】
体
験
型
観
光
は
重

要
で
あ
り
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

な
ど
で
広
く
Ｐ
Ｒ
し
た
い
。

６月定例会で審議された議案
市長提出議案

提出議案 上程・付託 結果 議決状況

議第49号 高山市暴力団排除条例について 総務企画 原案可決 全会一致

議第50号 高山市情報公開条例の一部を改正する条例について 総務企画 原案可決 全会一致

議第51号 高山市印鑑条例等の一部を改正する条例について 初日 原案可決 全会一致

議第52号 高山市税条例の一部を改正する条例について 総務企画 原案可決 全会一致

議第53号 友好都市提携について 文教経済 原案可決 全会一致

議第54号 証明書の交付等に関する事務の委託についての規約の変更に
ついて 初日 原案可決 全会一致

議第55号 高山市の特定の事務を取り扱わせる郵便局の指定における取
扱事務の変更について 初日 原案可決 全会一致

議第56号 市有財産の無償譲渡について（旧ウッドインであい） 文教経済 原案可決 全会一致

議第57号 財産の取得について（消防ポンプ自動車） 初日 原案可決 全会一致

議第58号 人権擁護委員候補者の推薦について 最終日 原案可決 全会一致

報　　告
　　　　　件　　　　　名 上程・付託 結果 議決状況

報第３号 損害賠償の額の決定の専決処分について 初日 報告終了 全会一致

報第４号 継続費繰越計算書（一般会計）について 初日 報告終了 全会一致

報第５号 継続費繰越計算書（下水道事業特別会計）について 初日 報告終了 全会一致

報第６号 繰越明許費繰越計算書（一般会計）について 初日 報告終了 全会一致

報第７号 繰越明許費繰越計算書（下水道事業特別会計）について 初日 報告終了 全会一致

議員提出議案
　　　　　件　　　　　名 上程・付託 結果 議決状況

発議第４号 防災・減災のための社会基盤再構築と経済活性化を求める意
見書 最終日 原案可決 全会一致

発議第５号 原子力発電所再稼働に関して国の慎重な対応を求める意見書 最終日 原案可決 全会一致
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《
発
議
第
４
号
》

防
災
・
減
災
の
た
め
の

社
会
基
盤
再
構
築
と
経

済
活
性
化
を
求
め
る
意

見
書防

災
性
能
向
上
の
観

点
か
ら
、道
路
や
橋
梁
・

上
下
水
道
・
河
川
な
ど

社
会
イ
ン
フ
ラ
の
老
朽

化
対
策
や
、
防
災
拠
点

と
な
る
公
共
施
設
の
耐

震
化
を
含
む
機
能
強
化

は
急
務
の
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。

一
方
、
景
気
・
雇
用

は
長
引
く
デ
フ
レ
と
急

激
な
円
高
に
よ
っ
て
極

め
て
厳
し
い
状
況
が
続

い
て
お
り
、
公
共
施
設

の
耐
震
化
や
社
会
イ
ン

フ
ラ
の
再
構
築
が
、
雇

《
発
議
第
５
号
》

原
子
力
発
電
所
再
稼
働

に
関
し
て
国
の
慎
重
な

対
応
を
求
め
る
意
見
書

関
西
電
力
大
飯
発
電

所
の
再
稼
働
に
際
し
、

本
来
は
原
子
力
安
全
委

員
会
の
審
議
を
経
て
決

定
す
べ
き
安
全
基
準
を

政
治
判
断
の
名
の
も
と

に
専
門
的
知
識
も
持
ち

合
わ
せ
て
い
な
い
４
大

臣
の
会
合
で
決
定
し
ま

し
た
。

何
よ
り
福
島
第
一
発

電
所
の
事
故
の
検
証
が

十
分
で
き
て
い
な
い
状

況
で
、
こ
の
よ
う
な
重

要
な
基
準
が
審
議
の
過

程
を
国
民
に
公
開
す
る

こ
と
な
く
策
定
さ
れ
た

こ
と
に
は
大
き
な
疑
問

を
抱
か
ざ
る
を
得
ま
せ

ん
。よ

っ
て
原
子
力
発
電

所
の
再
稼
働
に
つ
い
て

は
、
福
島
第
一
発
電
所

の
事
故
の
十
分
な
検
証

を
踏
ま
え
る
と
と
も
に
、

不
安
解
消
に
向
け
た
安

全
基
準
、
安
全
性
お
よ

び
再
稼
働
の
必
要
性
に

つ
い
て
、
国
民
的
な
理

解
を
得
た
う
え
で
判
断

す
る
こ
と
を
強
く
求
め

ま
す
。（６

月
21
日
提
出
）

※○は賛成、●は反対。橋本議長は採決に加わりません。

６月定例会の提出議案における、各議員の賛否は表のとおりです。

６月定例会の議案賛否一覧

議
員
提
出
議
案

用
の
創
出
に
欠
か
せ
な

い
公
共
事
業
と
し
て
需

要
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

老
朽
化
し
た
社
会
資

本
へ
の
公
共
投
資
を
一

定
期
間
で
集
中
的
に
行

う
こ
と
に
よ
っ
て
、
防

災
機
能
の
向
上
を
図
る

と
と
も
に
社
会
全
体
に

需
要
を
生
み
出
す
こ
と
、

防
災
・
減
災
と
経
済
活

性
化
を
リ
ン
ク
さ
せ
た

諸
施
策
の
実
施
、
特
に

地
方
へ
の
財
政
措
置
を

含
む
支
援
体
制
の
確
立

を
強
く
国
に
求
め
ま
す
。

（
６
月
21
日
提
出
）

関西電力大飯発電所

山
腰　

恵
一

渡
辺　

甚
一

北
村　

征
男

若
山 

加
代
子

岩
垣　

和
彦

中
筬　

博
之

倉
田　

博
之

松
山　

篤
夫

車
戸　

明
良

佐  

竹 　

稔

松
葉　

晴
彦

木
本　

新
一

溝
端 

甚
一
郎

水
門　

義
明

村
瀬　

祐
治

橋
本　

正
彦

中
田　

清
介

藤
江　

久
子

谷
澤　

政
司

松
本　

紀
史

今
井　

武
男

小
井
戸 

真
人

島
田　

政
吾

杉
本　

健
三

議第４９号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第５０号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第５１号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第５２号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第５３号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第５４号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第５５号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第５６号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第５７号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第５８号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

補強が必要な橋りょう
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６月定例会報告

議
会
運
営
委
員
長
の
報
告

か
ら今

回
の
問
題
に
つ
い
て

は
、
５
月
11
日
臨
時
会
直

後
に
９
名
の
議
員
が
、
旧

所
属
会
派
「
新
風
会
」
か

ら
の
離
脱
を
宣
言
し
、
新

会
派
を
結
成
し
た
こ
と
に

起
因
す
る
も
の
で
す
。

そ
う
し
た
行
動
に
対

し
、
５
月
16
日
の
全
員
協

議
会
に
於
い
て
複
数
の

議
員
よ
り
問
題
提
起
が
あ

り
、
議
長
が
こ
の
問
題
を

引
き
取
り
、
議
会
運
営
委

員
会
に
お
い
て
問
題
の
解

明
と
課
題
の
整
理
を
指
示

さ
れ
ま
し
た
。

議
長
の
諮
問
内
容

①
委
員
会
の
あ
り
方
に

つ
い
て

②
役
職
の
選
出
方
法
に

つ
い
て

③
議
会
運
営
委
員
会
と

臨
時
会
の
あ
り
方
に
つ
い

て④
政
治
倫
理
に
つ
い
て

以
上
４
点
に
つ
い
て
議
論

を
深
め
、
課
題
の
整
理
に

努
め
る
こ
と
。
ま
た
、
こ

れ
ら
の
課
題
の
検
討
に
あ

た
っ
て
は
、
ま
ず
、
今
回

の
臨
時
会
直
後
の
会
派
離

脱
に
伴
う
人
事
問
題
の
解

明
を
指
示
さ
れ
ま
し
た
。

議
長
か
ら
の
諮
問
を
受

け
た
議
会
運
営
委
員
会
で

は
、
ま
ず
今
回
の
会
派
離

脱
問
題
に
つ
い
て
は
、
議

会
が
取
り
組
ん
で
き
た
議

会
基
本
条
例
制
定
等
の

議
会
改
革
を
進
め
る
中
で

起
こ
っ
た
問
題
で
あ
り
、

数
々
の
疑
念
が
生
じ
て
い

る
中
に
あ
っ
て
は
、
そ
の

原
因
と
問
題
点
を
明
ら
か

に
す
る
必
要
が
あ
り
、
市

民
へ
の
説
明
責
任
か
ら
も

「
う
や
む
や
な
決
着
は
許

さ
れ
な
い
」
こ
と
、
ま
た

「
そ
の
責
任
の
所
在
を
明

ら
か
に
す
べ
き
で
あ
る
」

と
の
見
解
が
示
さ
れ
る
中

で
、
６
月
４
日
、
６
月
11

日
、
６
月
14
日
、
６
月
20

日
の
４
回
に
わ
た
り
議
会

運
営
委
員
会
に
お
い
て
話

し
合
わ
れ
た
も
の
で
あ
り

ま
す
。

そ
の
間
、
６
月
11
日
に

は
全
員
協
議
会
を
開
催
し

て
、
全
議
員
を
対
象
と

し
た
意
見
交
換
を
行
う
中

で
、
今
回
の
問
題
に
関
し

て
、
議
論
を
進
め
て
き
ま

し
た
。

問
題
点
の
整
理

今
回
の
会
派
離
脱
問
題

が
ど
う
い
っ
た
観
点
か
ら

問
題
で
あ
る
の
か
、
法

令
や
高
山
市
議
会
基
本
条

例
、
ま
た
、
高
山
市
政
治

倫
理
確
立
の
た
め
の
申
し

合
わ
せ
事
項
な
ど
か
ら
検

証
し
、
以
下
の
点
に
つ
い

て
問
題
点
を
整
理
し
ま
し

た
。

１
、
議
会
運
営
委
員
会

の
決
定
を
反
故
に
し
た
こ

と
。

２
、
議
論
を
省
き
合
意
形

成
へ
の
努
力
が
果
た
さ
れ

な
か
っ
た
こ
と
。

３
、
議
員
間
の
信
頼
関
係

を
損
ね
た
こ
と
。

４
、
議
会
基
本
条
例
に
対

す
る
認
識
が
甘
か
っ
た
こ

と
。以

上
４
つ
の
点
か
ら
、

今
回
の
会
派
離
脱
の
行
動

が
問
題
で
あ
っ
た
こ
と
を

議
会
運
営
委
員
会
に
お

い
て
確
認
し
た
と
こ
ろ
で

す
。し

か
し
全
て
の
懸
案
事

項
を
解
決
し
た
訳
で
も
あ

り
ま
せ
ん
。
引
き
続
き
そ

の
問
題
解
決
に
取
り
組
む

と
と
も
に
、
議
会
の
体
質

改
善
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。こ

の
問
題
を
契
機
と
し

て
、
改
め
て
市
民
の
皆
様

の
信
頼
回
復
に
努
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
、
そ

の
た
め
に
は
議
会
一
丸
と

な
っ
て
引
き
続
き
議
会
改

革
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

高
山
市
政
ク
ラ
ブ
代
表
の
発
言

議
論
を
通
じ
て
、
私
た
ち
が
話
し
合
い
も
せ
ず

会
派
を
離
脱
し
た
こ
と
、
議
会
運
営
委
員
会
等
の

公
平
・
公
正
な
取
り
決
め
を
十
分
に
尊
重
し
な
か

っ
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
結
果
と
し
て
議
員
間
の

信
頼
関
係
を
壊
し
、
議
会
の
権
威
を
揺
る
が
し
、

委
員
会
を
は
じ
め
と
す
る
議
会
運
営
に
も
悪
影
響

を
与
え
た
こ
と
な
ど
深
く
反
省
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
点
が
多
々
あ
っ
た
と
認
識
し
ま
し
た
。

市
民
の
皆
さ
ん
、
議
員
の
皆
さ
ん
の
不
信
感
を

招
い
た
形
と
な
り
ま
し
た
こ
と
を
高
山
市
政
ク
ラ

ブ
と
し
て
真
摯
に
反
省
し
、
改
め
て
陳
謝
を
い
た

し
ま
す
。

高
山
市
政
ク
ラ
ブ
の
役
員
も
一
新
し
、
市
民
の

皆
様
の
福
利
の
向
上
と
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

臨時会は、毎年正副議長の選挙を行うほか、

常任委員会の委員の選任、またそれに伴う正

副委員長の互選を行うなど、議会人事を確定

する大切な議会と位置づけられています。そ

の運営については、事前の議会運営委員会の

決定を遵守することが慣例となっています。

会
派
離
脱
問
題
に
つ
い
て

６
月
21
日
に
開
か
れ
た
定
例
会
最
終
日
に
、

議
長
か
ら
の
諮
問
事
項
に
つ
い
て
議
会
運
営
委

員
長
か
ら
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
５
月
臨
時
会

直
後
の
離
脱
と
い
う
前
例
の
な
い
異
例
の
事
態

が
起
き
た
こ
と
に
つ
い
て
、
議
会
運
営
委
員
会

で
は
４
回
の
話
し
合
い
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
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國島市長に問うZ
一 般 質 問

６月１２日から１４日までの３日間、１３人の議員が市政全般について質問しました。

議員名 質問方式 掲載
ページ

1 岩垣和彦 一問一答 9
2 小井戸真人 一問一答 10
3 倉田博之 一問一答 10
4 水門義昭 一問一答 11
5 藤江久子 一問一答 11
6 谷澤政司 一問一答 12

議員名 質問方式 掲載
ページ

1 中田清介 一問一答 12
2 若山加代子 一問一答 13
3 松山篤夫 一括 13
4 山腰恵一 一問一答 14
5 中筬博之 一問一答 14

議員名 質問方式 掲載
ページ

1 北村征男 一問一答 15
2 溝端甚一郎 一問一答 15

※本会議などの様子は、市議会のホームページ・ヒットネットＴＶでご覧いただけます。

（インターネットでは、当日の生中継のほか録画配信により、いつでも閲覧することができます）

http:/ /www.ci ty. takayama. lg. jp/gikai /gikai-e izou.html

断
で
達
成
率
を
表
記
し
て

い
る
。

【
問
】
市
長
公
約
と
総
合
計

画
と
の
優
先
順
位
を
ど
の

よ
う
に
考
え
る
か
。

【
答
】
現
行
の
市
長
公
約

で
は
、
総
合
計
画
と
大
き

く
方
向
性
が
違
う
と
は
捉

え
て
い
な
い
。

【
問
】
総
合
計
画
や
市
長
公

約
の
達
成
及
び
日
常
業
務

の
負
担
、
行
革
に
よ
る
職

員
減
少
に
よ
り
、
職
員
の

業
務
量
が
増
加
し
負
担
増

に
な
っ
て
い
な
い
か
。

【
答
】
市
長
公
約
の
達
成

に
向
け
た
取
り
組
み
は
、

総
合
計
画
の
達
成
に
向
け

た
取
り
組
み
で
あ
り
、
市

長
公
約
の
取
り
組
み
に
よ

っ
て
、
総
合
計
画
の
取
り

組
み
に
支
障
が
出
た
り
、

職
員
の
業
務
負
担
が
増
加

す
る
と
は
考
え
て
い
な
い
。

【
問
】
市
長
公
約
で
「
景

気
回
復
を
最
重
要
課
題
と

し
て
取
り
組
む
」
と
掲
げ
、

積
極
財
政
へ
の
転
換
、
公

共
工
事
地
元
優
先
発
注
、

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
事
業

の
各
公
約
の
評
価
に
つ
い

て
、「
１
０
０
％
実
施
済
み

で
完
了
」
と
さ
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
景
気
回
復
、
雇
用

創
出
、
消
費
と
需
要
が
促

さ
れ
た
結
果
は
明
確
に
な

っ
て
お
ら
ず
評
価
は
拙
速

で
は
な
い
か
。

【
答
】
市
長
公
約
の
進
捗

状
況
は
５
段
階
で
表
記
し

市
民
に
分
か
り
や
す
く
す

る
た
め
数
値
目
標
等
を
定

め
て
い
る
。「
実
施
済
み
」

と
の
表
記
は
取
り
組
み
が

終
了
し
た
の
で
な
く
、
公

約
が
果
た
そ
う
と
し
て
い

る
目
標
達
成
に
向
け
て
引

き
続
き
更
な
る
見
直
し
、

改
善
を
行
な
い
な
が
ら
取

り
組
み
を
継
続
す
る
。

【
問
】
市
長
公
約
の
評
価
は
、

事
業
評
価
で
は
な
く
政
策

評
価
と
考
え
る
が
、
評
価

の
方
法
は
適
正
か
。

【
答
】
ひ
と
つ
の
区
切
り

と
し
て
一
定
の
水
準
を
果

た
し
た
こ
と
で
「
実
施
済

み
」
と
記
載
し
て
い
る
。

表
記
に
つ
い
て
誤
解
を
招

き
や
す
い
と
の
指
摘
は
あ

る
が
、
更
に
新
し
い
目
標

を
目
指
す
こ
と
で
一
定
の

水
準
を
果
た
し
た
と
の
考

え
方
で
あ
る
。

【
問
】
年
間
観
光
客
５
０
０

万
人
や
農
業
生
産
額
２
５

０
億
円
、
肉
用
牛
飼
育
頭

数
４
０
０
０
頭
を
目
指
す

と
の
公
約
で
あ
る
が
、
市

長
が
就
任
さ
れ
て
か
ら
の

増
減
を
明
示
す
る
こ
と
が

重
要
で
は
な
い
か
。

【
答
】
目
標
値
に
対
し
て

ど
こ
ま
で
水
準
に
達
し
て

い
る
の
か
を
表
記
す
る
方

が
分
か
り
や
す
い
と
の
判

岩垣　和彦 議員

市
長
公
約
の
評
価
は

適
正
と
言
え
る
の
か
？

６月１２日（火） ６月１３日（水） ６月１４日（木）

６月定例会　一般質問

年間観光客数（実績）と市長公約万人
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倉田　博之 議員

高
山
だ
け
の
「
ご
当
地

ナ
ン
バ
ー
」
導
入
を
!!

【
答
】
職
員
と
し
て
知
識
・

能
力
を
高
め
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。
平
成
26

年
度
か
ら
は
管
理
職
試
験

に
英
語
力
を
位
置
づ
け
た
。

新
た
な
ハ
ー
ド
ル
を
乗
り

越
え
よ
う
と
す
る
姿
勢
は

周
り
の
職
場
・
職
員
の
活

性
化
に
つ
な
が
っ
て
く
る
。

組
織
と
し
て
の
マ
イ
ナ
ス

に
は
な
ら
な
い
。

【
問
】
英
語
力
の
評
価
は
加

点
要
素
と
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

【
答
】
今
回
の
基
準
と
な

る
英
検
準
２
級
・
Ｔ
Ｏ
Ｅ

Ｉ
Ｃ
４
７
０
点
は
備
え
る

べ
き
英
語
力
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

地
方
自
治
法
の
改
正
と
総

合
計
画
に
つ
い
て

【
問
】
基
本
構
想
の
策
定
義

務
が
廃
止
さ
れ
た
が
、
市

の
考
え
は
。

【
答
】
自
治
法
は
改
正
さ

れ
た
が
、
市
の
総
合
計
画

の
位
置
付
け
や
重
要
度
が

変
わ
る
も
の
で
は
な
い
。

市
民
参
加
の
ま
ち
づ
く
り

に
つ
い
て

【
問
】
市
民
参
加
の
ま
ち
づ

く
り
が
す
す
め
ら
れ
て
い

る
が
、
市
民
参
加
の
方
法

を
ル
ー
ル
化
す
る
必
要
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
。

【
答
】
市
民
意
見
は
様
々

な
形
で
聴
取
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
意
見
に
つ
い
て

は
最
適
と
考
え
ら
れ
る
取

り
扱
い
を
し
て
お
り
、
体

系
化
や
ル
ー
ル
化
に
つ
い

て
は
概
ね
整
っ
て
い
る
と

認
識
し
て
い
る
。

【
問
】
市
民
参
加
条
例
の
有

効
性
は
。

【
答
】
市
民
参
加
・
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
の
あ
り
方

を
す
す
め
る
中
で
、
自
治

基
本
条
例
や
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
条
例
も
含
め
て

検
討
し
て
い
き
た
い
。

職
員
の
英
語
力
の
向
上
に

つ
い
て

【
問
】
職
員
の
英
語
力
を
向

上
す
る
目
的
は
。

【
答
】
国
際
都
市
飛
騨
高

山
の
職
員
と
し
て

英
語
力
の
向
上
は

不
可
欠
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

【
問
】
英
語
力
を

管
理
職
試
験
に
お

け
る
受
験
資
格
と

す
る
こ
と
は
弊
害

が
あ
る
の
で
は
な

い
か
。

小井戸　真人 議員

管
理
職
試
験
で
の
英
語

力
の
必
須
化
は
必
要
か

す
る
も
の
で
は
な
い
。
避

難
な
ど
の
対
応
が
適
切
に

な
る
。
市
場
評
価
に
は
影

響
及
ぼ
す
。

【
問
】
不
安
や
相
談
の
窓
口

と
し
て
、
市
の
機
能
は
。

【
答
】
都
市
整
備
課
で
受

け
持
つ
が
、
境
界
線
の
判

断
は
県
で
の
確
認
必
要
。

【
問
】
指
定
で
安
全
確
保
レ

ベ
ル
は
向
上
す
る
の
か
。

【
答
】
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

の
精
緻
化
な
ど
に
よ
り
、

自
助
・
共
助
が
レ
ベ
ル
ア

ッ
プ
。

【
問
】
ハ
ー
ド
整
備
の
ス
ピ

ー
ド
ア
ッ
プ
が
必
要
。

【
答
】
県
補
助
の
増
額
要

望
な
ど
行
う
。
市
単
独
費

で
の
施
工
箇
所
の
増
加
は

検
討
す
る
。

【
問
】
危
険
住
宅
の
移
転
も

考
慮
す
べ
き
。
国
の
「
が

け
地
近
接
等
危
険
住
宅
移

転
事
業
」
の
利
用
は
。

【
答
】
複
数
住
宅
の
計
画

移
転
へ
の
補
助
で
活
用
は

限
定
的
だ
が
検
討
す
る
。

【
問
】
市
単
独
の
上
乗
せ
や
、

他
制
度
の
重
複
活
用
で
移

転
支
援
で
き
な
い
か
。

【
答
】
国
・
県
の
制
度
と

合
わ
せ
て
検
討
す
る
。

ご
当
地
ナ
ン
バ
ー

【
問
】
車
両
の
地
名
表
示
許

可
条
件
が
緩
和
さ
れ
て
い

る
。「
飛
騨
高
山
ナ
ン
バ
ー
」

の
申
請
は
ど
う
か
。

【
答
】
登
録
台
数
が
大
幅

に
不
足
。
一
市
単
独
申
請

も
条
件
的
に
き
び
し
い
。

【
問
】
原
付
ナ
ン
バ
ー
の
デ

ザ
イ
ン
は
自
治
体
で
決
定

可
能
。
利
点
多
く
全
国
で

事
例
が
増
加
。
市
も
積
極

的
に
取
り
組
む
べ
き
だ
。

【
答
】
ど
の
程
度
の
効
果

が
上
が
る
か
見
込
め
な
い
。

費
用
も
余
分
に
か
か
る
。

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等

【
問
】
高
山
地
域
の
指
定
時

期
は
。

【
答
】
秋
以
降
の
予
定
。

【
問
】
説
明
用
マ
ッ
プ
は
施

設
名
な
ど
が
無
く
、
位
置

特
定
が
困
難
。

【
答
】
県
に
申
し
入
れ
、

マ
ッ
プ
は
改
善
さ
れ
た
。

県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は

位
置
検
索
で
表
示
さ
れ
る
。

【
問
】
県
の
意
見
聴
取
に
市

長
が
付
す
る
意
見
と
は
。

【
答
】
指
定
後
も
関
係
者

の
説
明
要
請
に
応
ず
る
こ

と
。
固
定
資
産
税
軽
減
の

た
め
区
域
内
土

地
地
番
の
情
報

提
供
な
ど
。

【
問
】
対
象
市
民

や
不
動
産
業
界

へ
の
影
響
は
。

【
答
】
指
定
は

土
地
と
所
有
者

の
離
別
を
意
味

６月定例会　一般質問

埼玉県加須市のこいのぼり形ナンバー

愛媛県松山市の雲形ナンバー
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６月定例会　一般質問

高
山
市
民
以
外
か
ら
の
意

見
に
つ
い
て

【
問
】
先
般
開
催
の
日
本
再

発
見
塾
の
成
果
は
。

【
答
】
貴
重
な
ご
意
見
を

い
た
だ
い
た
。
ま
ち
づ
く

り
に
は
ゴ
ー
ル
が
な
い
と

改
め
て
感
じ
た
。
ご
意
見

や
ご
提
案
に
真
摯
に
耳
を

傾
け
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
い
く
。

外
部
ブ
レ
ー
ン
の
組
織
化

に
つ
い
て

【
問
】
観
光
大
使
、
フ
ァ
ン

ク
ラ
ブ
は
あ
る
の
か
。

【
答
】
観
光
大
使
の
委
嘱

は
行
っ
て
い
な
い
。
フ
ァ

ン
ク
ラ
ブ
は
平
成
４
年
頃

に
休
止
し
て
い
る
。

【
問
】
仮
称
「
飛
騨
高
山
ま

ち
づ
く
り
支
援
大
使
・
飛

騨
高
山
大
使
」
の
設
置
の

考
え
は
。

【
答
】
お
知
恵
な
ど
を
よ

り
体
系
的
に
収
集
す
る
上

で
有
意
義
な
こ
と
と
考
え

て
い
る
の
で
、
そ
の
手
法

な
ど
に
つ
い
て
今
後
研
究

す
る
。

高
山
出
身
者
へ
の
ア
プ

ロ
ー
チ
は

【
問
】
ふ
る
さ
と
納
税
の
現

状
は
。

【
答
】
２
６
５
件
で
２
６

２
８
万
円
余
り
の
寄
附
を

頂
い
て
い
る
。

【
問
】
寄
附
に
よ
り
ど
の
様

な
事
業
が
で
き
た
の
か
。

【
答
】
寄
附
金
と
同
額
を

飛
騨
高
山
ふ
る
さ
と
基
金

か
ら
取
り
崩
し
、
寄
附
者

と
市
、
市
民
が
一
体
と

な
っ
て
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
い
る
。（
例
え
ば
写

真
の
様
に
祭
礼
復
興
事
業

も
行
い
ま
し
た
。）

【
問
】
飛
騨
会
な
ど
高
山
市

出
身
者
の
会
等
の
現
状
は
。

【
答
】
東
京
飛
騨
会
を
は

じ
め
９
団
体
は
把
握
し

て
い
る
。
会
員
の
人
脈
や

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
か
し

て
高
山
の
Ｐ
Ｒ
等
も
お
願

い
し
て
い
る
。

大
学
な
ど
と
の
連
携
に
つ

い
て

【
問
】
市
民
活
動
・
生
涯
学

習
面
で
の
支
援
体
制
は
。

【
答
】
松
本
大
学
な
ど
４

校
と
の
間
で
連
携
協
定
を

締
結
し
て
い
る
。

【
問
】
学
校
教
育
面
で
の
支

援
体
制
は
。

【
答
】
岐
阜
大
学
等
と
教

職
員
の
資
質
向
上
と
委
託

事
業
が
あ
る
。

水門　義昭 議員

高
山
市
に
対
す
る

支
援
組
織
づ
く
り

入
所
基
準
の
見
直
し
は
で

き
な
い
の
か
。

【
答
】
国
の
指
導
の
中
に

「
介
護
度
４
・
５
以
上
の

人
を
70
％
以
上
に
す
る
べ

き
」
と
の
見
解
等
が
あ
る

た
め
で
あ
る
が
、
今
後
は

事
業
者
と
協
議
を
し
て
い

き
た
い
。

地
産
地
消
を
ど
う
進
め
て

い
く
の
か

【
問
】
地
産
地
消
の
大
切
さ

は
周
知
し
て
い
る
が
、
そ

れ
を
ど
う
進
め
て
い
く
の

か
道
筋
が
で
き
て
い
な
い
。

飲
食
業
者
や
市
民
は
直

販
所
や
ス
ー
パ
ー
な
ど
で

買
っ
て
い
る
状
況
で
安
定

し
た
供
給
体
制
が
整
備
さ

れ
て
い
な
い
。
現
況
に
つ

い
て
方
策
は
。

【
答
】
情
報
が
不
足
し
て

い
る
こ
と
は
認
識
し
て
お

り
今
後
は
、
方
策
に
つ
い

て
検
討
し
て
い
く
。

男
女
共
同
参
画
社
会
に
向

け
て

【
問
】
男
女
が
性
別
に
関
係

な
く
互
い
に
助
け
合
い
暮

ら
し
て
い
く
社
会
の
構
築

が
急
が
れ
て
い
る
・
・
・

「
お
い
、
お
茶
！
」
夫
の
声

に
、
足
を
引
き
ず
っ
て
お

茶
を
持
っ
て
こ
よ
う
と
す

る
妻
、
私
が
見
て
き
た
介

護
の
現
場
で
す
。
妻
が
介

護
す
る
立
場
で
夫
が
さ
れ

る
立
場
な
ん
て
、
誰
に
も

決
め
ら
れ
な
い
。

そ
れ
は
、
ど
ち
ら

が
先
に
倒
れ
る
か

分
か
ら
な
い
か
ら
だ
。
そ

こ
で
、若
い
時
か
ら
の
パ
ー

ト
ナ
ー
と
し
て
の
夫
婦
関

係
が
重
要
と
な
る
が
市
は

ど
う
い
っ
た
施
策
を
展
開

し
て
い
く
の
か
。

【
答
】
幼
い
時
か
ら
の
取

り
組
み
が
重
要
で
あ
り
、

意
識
啓
発
を
し
て
い
く
。

第
５
期
介
護
保
険
事
業
計

画
の
執
行
に
つ
い
て

【
問
】
介
護
人
が
急
病
に

な
っ
た
時
や
遠
方
の
親
戚

に
不
幸
が
あ
っ
た
時
な
ど

に
利
用
で
き
る
「
緊
急

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
」
が
早

急
に
必
要
と
な
っ
て
い
る

が
そ
の
進
捗
状
況
は
。

【
答
】
情
報
収
集
等
を
し

て
い
る
段
階
。
今
後
、
事

業
者
と
協
議
を
し
て
い
く
。

【
問
】
特
養
老
が
82
床
増
床

さ
れ
る
が
入
所
基
準
が
不

透
明
で
あ
り
必
要
性
の
高

い
人
（
要
介
護
度
は
軽
い

が
家
庭
内
に
複
数
障
が
い

者
を
抱
え
て
い
た
り
、
介

護
者
が
高
齢
や
病
気
を
抱

え
て
い
る
場
合
な
ど
）
が

入
れ
な
い
場
合
が
あ
る
。

困
っ
た
時
に
入
れ
な
い
施

設
で
は
、
ど
れ
だ
け
造
っ

て
も
市
民
の
「
困
っ
た
感
」

は
解
消
さ
れ
な
い
。
今
後

藤江　久子 議員

特
養
老
の
増
床
は
、

入
所
基
準
の
見
直
し
を

し
て
か
ら
！

ふ
る
さ
と
納
税
の
ご
寄
附
で
、
祭
礼
の

衣
装
を
復
興
し
ま
し
た

直売所に並ぶ伝統野菜
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制
度
や
補
助
制
度
に
よ
る

支
援
の
方
法
と
課
題
の
整

理
に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、

ま
だ
検
討
中
で
あ
る
。

【
問
】
民
間
に
よ
る
フ
ァ
ン

ド
で
の
起
業
支
援
事
例
と

し
て
、
池
田
泉
州
銀
行
の

取
り
組
み
が
あ
る
。
行
政

と
地
元
経
済
団
体
と
の
連

携
に
よ
る
企
業
支
援
融
資

の
仕
組
み
で
あ
る
。

【
答
】
池
田
泉
州
銀
行
の

事
例
は
、
地
元
企
業
の
育

成
と
い
う
点
で
参
考
に
な

る
。
問
題
点
を
し
っ
か
り

と
整
理
し
、
高
山
市
の
新

し
い
フ
ァ
ン
ド
の
制
度
設

計
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
。

高
山
市
の
事
業
評
価
と
予

算
編
成
に
つ
い
て

【
問
】
骨
格
の
予
算
に
つ
い

て
８
月
ま
で
に
担
当
課
に

求
め
て
い
る
真
意
は
。

【
答
】
平
成
25
年
度
予
算

に
反
映
す
べ
き
主
要
事
業

に
お
け
る
問
題
点
や
課
題

は
、８
月
ま
で
に
整
理
を
し
、

予
算
要
求
段
階
で
不
完
全

な
要
素
を
残
さ
な
い
よ
う

に
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

下
げ
止
ま
ら
ぬ
地
価
の
動

向
に
ど
う
対
応
す
る
か

【
問
】
十
数
年
連
続
し
て
地

価
が
下
落
し
て
い
る
。
経

済
指
標
の
一
つ
と
み
て
市

の
経
済
に
影
響
は
な
い
か
。

【
答
】
経
済
活
動
の
低
下

の
結
果
と
し
て
地
価
が
下

が
っ
て
い
る
と
認
識
。

【
問
】
結
果
と
し
て
基
幹
税

目
と
し
て
の
固
定
資
産
税

も
増
え
な
い
。
高
山
市
の

税
収
構
造
は
大
丈
夫
か
。

【
答
】
固
定
資
産
税
ば
か

り
で
な
く
、
経
済
・
産
業

の
活
性
化
に
よ
る
市
民
所

得
・
企
業
所
得
の
増
加
が

必
要
と
考
え
る

【
問
】
持
続
性
の
観
点
か
ら

は
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
産

業
構
造
・
就
業
構
造
が
必

要
で
あ
る
。
ど
の
産
業
に

テ
コ
入
れ
し
、
ど
の
よ
う

な
産
業
構
造
と
す
る
の
か

の
政
策
調
整
機
能
は
。

【
答
】
市
の
景
気
対
策
な

ど
は
企
業
活
動
を
活
発
化

さ
せ
た
の
で
は
な
い
か
。

【
問
】
地
価
の
動
向
か
ら
派

生
す
る
問
題
は
、
広
範
な

政
治
課
題
と
し
て
捉
え
る

べ
き
。
今
後
重
要
性
を
増

す
の
は
若
者
定
住
の
視
点

か
ら
の
政
策
展
開
で
あ
る
。

【
答
】
市
の
経
済
的
発
展

や
地
域
活
性
化
の
視
点
で

の
起
業
支
援
策
、
定
住
支

援
策
、
関
連
融
資
制
度
な

ど
展
開
し
て
い
る
。
今
後

も
総
合
的
に
対
策
を
講
じ

た
い
。

【
問
】
産
業
の
活
性
化
、
企

業
へ
の
支
援
策
と
し
て
フ

ァ
ン
ド
に
よ
る
支
援
に
期

待
し
て
い
る
。
昨
年
も
質

問
し
た
が
、
市
長
マ
ニ
フ

ェ
ス
ト
に
あ
る
産
業
振
興

夢
基
金
の
創
設
に
つ
い
て
、

ま
だ
そ
の
骨
格
は
固
ま
っ

て
い
な
い
の
か
。

【
答
】
従
来
か
ら
の
融
資

中田　清介 議員

重
要
性
を
増
す
の
は

若
者
定
住
へ
の
総
合
的

政
策
展
開

６月定例会　一般質問

応
し
て
い
る
。

【
問
】
こ
と
の
始
ま
り
は
建

設
前
の
地
元
説
明
会
が「
丁

寧
・
親
切
」
に
進
め
て
な

い
こ
と
が
要
因
だ
。

【
答
】
清
見
診
療
所
は
反

省
を
踏

ま
え
新

築
を
進

め
て
い

る
。
今

後
、
利

用
者
の

声
を
聞

き
な
が

ら
出
来

る
こ
と

は
対
応

し
た
い
。

最
新
鋭
が
ん
検
査
機
！

【
ペ
ッ
ト
】
久
美
愛
病
院

で
飛
騨
初
の
導
入

【
問
】
導
入
を
機
会
に
医
療

ツ
ア
ー
に
取
り
組
み
、
市

の
付
加
価
値
を
上
げ
海
外

か
ら
富
裕
層
の
誘
客
を
。

【
答
】
病
院
側
の
受
け
入

れ
体
制
に
通
訳
等
の
課
題

が
あ
る
が
、
今
後
、
連
携

し
な
が
ら
研
究
し
て
い
き

た
い
。

障
が
い
者
に
対
す
る
市
の

就
労
支
援
対
策
は

【
問
】
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
ト

ラ
イ
ア
ル
雇
用
制
度
が
中

断
し
て
お
り
、
就
労
支
援

に
影
響
が
出
て
い
る
。
市

の
対
応
策
は
。

【
答
】
こ
の
制
度
は
大
き

な
効
果
が
あ
る
。今
後
、国

の
動
向
を
注
視
し
て
い
く
。

【
問
】
景
気
低
迷
で
民
間
で

は
就
労
が
厳
し
い
が
、
市

独
自
の
就
労
確
保
策
は
。

【
答
】
現
在
、
緊
急
雇
用

委
託
事
業
等
で
15
人
雇
用

支
援
し
て
い
る
。
今
後
も

指
定
管
理
施
設
等
の
雇
用

創
出
に
努
め
る
。

障
が
い
者
に
思
い
や
り
の

あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
！

全
国
に
福
祉
観
光
都
市
の

Ｐ
Ｒ
を

【
問
】
第
12
回
全
国
障
害
者

ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
10
月
開

催
さ
れ
る
が
、
選
手
に
対

す
る
市
の
取
り
組
み
は
。

【
答
】
炬
火
リ
レ
ー
に
出

場
。
激
励
会
を
行
い
、
激

励
金
を
交
付
す
る
。

【
問
】
全
国
か
ら
選
手
、

役
員
及
び
引
率
者
、
約

５
５
０
０
人
が
参
加
す
る
。

市
は
福
祉
観
光
都
市
と
し

て
Ｐ
Ｒ
・
誘
客
対
策
を
。

【
答
】
市
を
Ｐ
Ｒ
す
る
絶

好
の
機
会
と
捉
え
誘
客
活

動
を
積
極
的
に
行
う
。

荘
川
診
療
所
の
待
合
室
が

狭
い
。
住
民
サ
ー
ビ
ス
は

こ
れ
で
良
い
の
か

【
問
】
市
長
の
対
話
集
会
及

び
議
会
の
意
見
交
換
会
で

毎
回
、
待
合
室
の
狭
さ
等

課
題
が
出
さ
れ
、
住
民
サ

ー
ビ
ス
に
不
満
が
あ
る
。

【
答
】
歯
科
診
察
室
の
開

放
や
椅
子
を
増
設
し
て
対

谷澤　政司 議員

誰
の
た
め
の
市
役
所
か

行
政
チ
エ
ッ
ク
は
、
住
民
の
声
を

反
映
！

荘川診療所
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る
が
、
国
内
客
数
は
明
ら

か
に
減
少
し
て
い
る
。
シ

ル
バ
ー
世
代
と
ヤ
ン
グ
層

の
高
山
市
訪
問
の
状
況
と

今
後
の
見
通
し
は
。

【
答
】
10
代
、
20
代
の
観

光
客
は
、
減
少
し
て
お
り
、

逆
に
60
歳
以
上
の
観
光
客

は
増
加
し
て
い
る
。

　

高
齢
層
に
対
し
て
は

様
々
な
観
光
資
源
を
積
極

的
に
Ｐ
Ｒ
し
て
、
滞
在･

周
遊
型
の
観
光
に
つ
な
げ

た
い
。
若
い
世
代
に
対
し

て
は
情
報
発
信
を
強
化
し

て
い
き
た
い
。

【
問
】
昇
龍
道
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
が
市
民
に
ど
の
程
度
周

知
さ
れ
て
い
る
の
か
。

【
答
】
観
光
関
連
の
事
業

所
を
中
心
に
周
知
を
さ
れ

て
は
い
る
が
、
市
民
の
皆

様
に
は
ま
だ
ま
だ
な
の
で
、

広
報
た
か
や
ま
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
に
よ
り
、
周
知

の
取
り
組
み
を
積
極
的
に

行
っ
て
い
く
。

森
林･

林
業
の
再
生
策
に

つ
い
て

【
問
】
森
林
保
全
と
地
域

経
済
活
性
化
に
つ
な
げ
る

「
土
佐
の
森
方
式
」
が
全
国

各
地
に
広
が
り
つ
つ
あ
る
。

一
般
の
山
主
で
も
軽
ト
ラ

ッ
ク
や
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
を

使
っ
て
小
遣
い
稼
ぎ
感
覚

で
参
加
で
き
る
の
が
特
徴

で
あ
り
、
大
垣
市
と
恵
那

市
が
取
り
組
ん
で
い
る
。

高
山
市
も
、
導
入
す
べ
き

だ
と
思
う
が
、市
の
考
え
は
。

【
答
】
高
山
市
に
お
い
て

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
が

可
能
か
ど
う
か
、
今
後
研

究
し
て
み
た
い
。

【
問
】
林
業
に
と
っ
て
大
き

な
問
題
の
一
つ
に
間
伐
材

の
搬
出･
出
荷
と
そ
の
需
要

拡
大
が
あ
る
。
間
伐
材
や

林
地
残
材
の
活
用
策
は
。

【
答
】
箸
や
木
質
燃
料
、

チ
ッ
プ
の
材
料
と
し
て
、

ま
た
、
針
葉
樹
の
薪
を
ス

ト
ー
ブ
に
使
用
す
る
の
も

有
効
な
活
用
策
で
あ
る
と

考
え
る
。

【
問
】
高
山
市
の
林
家
の
現

状
と
資
産
価
値
を
高
め
る

資
源
管
理
の
具
体
策
は
。

【
答
】
所
有
面
積
５
ヘ
ク

タ
ー
ル
以
下
の
小
規
模
森

林
所
有
者
が
全
体
の
半
数

で
あ
る
。
山
離
れ
が
進
み
、

小
規
模
な
森
林
所
有
者
へ

の
助
成
支
援
を
行
っ
て
い

る
が
、
今
後
は
よ
り
き
め

細
か
な
説
明
や
情
報
提
供

を
行
い
地
域
の
活
性
化
に

つ
な
げ
た
い
。

観
光
事
業
の
傾
向
と
対
策

に
つ
い
て

【
問
】
観
光
客
の
増
加･

減

少
の
状
況
を
見
る
と
、
震

災
で
の
減
少
が
あ
っ
た
平

成
23
年
度
は
別
に
し
て
も
、

外
国
人
客
は
増
加
し
て
い

松山　篤夫 議員

地
域
に
根
ざ
し
た

森
林
・
林
業
プ
ラ
ン
を
！

６月定例会　一般質問

国
民
健
康
保
険
料
の

引
き
下
げ
に
つ
い
て

【
問
】
全
国
的
に
は
一
般
会

計
か
ら
繰
り
入
れ
を
増
や

し
保
険
料
の
引
き
下
げ
を

決
断
す
る
自
治
体
が
増
え

る
傾
向
に
あ
る
。
加
入
者

へ
の
負
担
が
限
界
に
達
し

て
い
る
今
、
高
山
市
も
一

般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ

を
増
や
し
、
保
険
料
を
引

き
下
げ
る
べ
き
で
は
な
い

か
。

【
答
】
国
保
の
制
度
は
、国
、

県
、
市
の
負
担
を
引
い
た

残
り
を
保
険
料
で
負
担
す

る
と
い
う
も
の
。
一
般
会

計
か
ら
の
繰
り
入
れ
を
増

や
す
考
え
は
な
い
。

【
問
】
年
間
所
得
の
13
％
が

保
険
料
と
い
う
重
い
負
担

を
し
て
い
る
。
市
民
の
生

存
権
を
守
る
た
め
に
一
般

会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
を

決
断
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

【
答
】
所
得
が
低
い
方
に

は
、
軽
減
で
対
応
し
て
い

る
。
一
般
会
計
か
ら
の
投

入
は
望
ま
し
く
な
い
と
い

う
国
か
ら
の
指
摘
も
あ
り
、

繰
り
入
れ
を
増
や
す
考
え

は
な
い
。

要
援
護
者
の
把
握
と

災
害
時
要
援
護
者
支
援
計

画
に
つ
い
て

【
問
】
い
つ
起
き
る
か
わ

か
ら
な
い
災
害
に
備
え
て
、

援
護
が
必
要
な
方
の
把
握

が
急
が
れ
る
。
要
援
護
者

台
帳
へ
の
登
録
状
況
は
。

ま
た
制
度
の
周
知
は
十
分

さ
れ
て
い
る
の
か
。

【
答
】
現
在
約
１
０
０
０

人
が
登
録
し
て
い
る
。
平

成
20
年
に
登
録
を
受
け
付

け
る
と
き
に
、
お
知
ら
せ

を
し
て
き
た
。
そ
の
後
は

民
生
児
童
委
員
が
直
接
対

象
者
に
お
知

ら
せ
す
る
な

ど
し
て
い
る
。

【
問
】
策
定

中
の
要
援
護

者
支
援
計
画

に
位
置
付
け

る
要
援
護
対

象
者
の
範
囲

に
つ
い
て
、
地
域
の
状
況
、

あ
る
い
は
家
族
構
成
な
ど

に
配
慮
す
べ
き
で
な
い
か
。

ま
た
、
支
援
者
も
要
援
護

者
と
の
つ
な
が
り
を
考
慮

す
べ
き
で
な
い
か
。

【
答
】
市
町
村
の
実
情
に

合
わ
せ
て
対
象
者
を
決
め

る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

支
援
者
に
つ
い
て
は
、
対

象
者
の
希
望
を
聞
い
て
決

め
る
。
希
望
が
な
い
場
合

は
町
内
会
の
役
員
な
ど
に

支
援
し
て
も
ら
う
よ
う
に

考
え
て
い
る
。

若山　加代子 議員

障
が
い
の
あ
る
人
の
命

を
守
る
ま
ち
づ
く
り
を

「昇龍道プロジェクト」ロゴ



14高山市議会ぎかいだより 第８号15 高山市議会ぎかいだより 第８号

６月定例会　一般質問

通
学
路
の
安
全
対
策

【
問
】
近
年
、
交
通
量
の
増

加
に
伴
い
、
危
険
な
場
所

と
危
惧
さ
れ
て
い
る
通
学

路
で
あ
る
江
名
子
町
「
荏

名
神
社
」
周
辺
の
安
全
対

策
は
。

【
答
】
交
通
量
の
増
加
は

認
識
し
て
お
り
歩
行
者
の

安
全
確
保
に
各
関
係
機
関

と
協
議
を
し
て
い
る
。

【
問
】
子
ど
も
の
目
線
に
立

っ
た
、
通
学
路
安
全
総
点

検
が
必
要
で
あ
り
、
先
般

山腰　恵一 議員

通
学
路
に
お
け
る

安
全
対
策
の
推
進
を
！

も
文
部
科
学
大
臣
よ
り
緊

急
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
出
さ

れ
て
い
る
が
、
教
育
委
員

会
の
具
体
的
な
考
え
は
。

【
答
】
課
題
を
洗
い
出
し
、

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
作
り
改

善
し
て
行
く
。

市
職
員
の
寒
冷
地
手
当
に

つ
い
て

【
問
】
寒
冷
地
手
当
は
市
民

に
は
な
じ
み
の
な
い
手
当

で
あ
り
、
市
内
中
小
企
業

に
勤
務
す
る
者
に
は
支
給

さ
れ
て
い
な
い
。
市
民
感

覚
か
ら
言
え
ば
、
暖
か
い

地
域
か
ら
寒
冷
地
に
転
勤

し
て
暮
ら
す
人
の
た
め
の

補
助
と
考
え
る
が
、
市
内

全
域
が
寒
冷
地
で
あ
る
高

山
市
の
職
員
に
支
給
さ
れ

る
根
拠
は
あ
る
の
か
。

【
答
】
市
職
員
の
給
与
は
、

人
事
院
勧
告
に
基
づ
く
国

家
公
務
員
の
給
与
制
度
に

円
で
照
明
45
％
・
空
調

35
％
・
Ｏ
Ａ
機
器
19
％
。

【
問
】
新
し
い
エ
コ
技
術
の

実
証
実
験
に
取
り
組
む
考

え
は
。

【
答
】
安
全
性
や
エ
コ
効

果
が
見
込
め
る
も
の
に
つ

い
て
は
受
け
入
れ
た
い
。

24
時
間
電
話
医
療
相
談

【
問
】
Ｈ
23
年
度
の
利
用
実

績
は
。

【
答
】
相
談
件
数
が
年
間

２
１
７
８
件
で
13
％
増
。

【
問
】
内
容
の
分
析
は
。

【
答
】
若
い
母
親
か
ら
の

乳
幼
児
相
談
が
46
％
、
18

時
〜
21
時
が
一
番
多
い
。

奨
学
金
の
拡
充

【
問
】
拡
充
し
た
育
英
資
金

の
応
募
者
数
は
。

【
答
】
20
名
の
募
集
枠
に

45
名
、
医
学
部
枠
に
１
名
。

【
問
】
所
得
制
限
の
説
明
不

足
、「
却
下
」
と
い
う
結
果

通
知
は
問
題
だ
。

【
答
】
今
後
配
慮
し
た
い
。

【
問
】
今
後
の
拡
充
は
。

【
答
】
現
時
点
で
は
考
え

て
い
な
い
。

公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

【
問
】
遊
休
施
設
処
分
計
画

の
進
捗
は
。

【
答
】
１
７
５
件
の
う
ち

１
０
３
件
を
処
分
し
た
。

【
問
】
資
産
の
売
却
・
貸
し

付
け
は
実
勢
価
格
で
や
れ

な
い
の
か
？

【
答
】
公
平
性
の
観
点
か

ら
固
定
資
産
税
評
価
額
を

基
に
し
て
い
る
。

【
問
】
公
共
施
設
白
書
の
検

討
は
。

【
答
】
市
有
施
設
の
在
り

方
を
見
直
す
た
め
、
総
合

的
に
評
価
・
検
証
す
る
仕

組
み
を
検
討
し
て
い
る
。

市
民
文
化
会
館
の
展
望

【
問
】
窓
ガ
ラ
ス
・
照
明
・

内
壁
、
建
物
の
外
壁
な
ど

非
構
造
材
の
耐
震
改
修
の

予
定
は
。

【
答
】
耐
震
診
断
を
行
い
、

結
果
を
ふ
ま
え
対
応
す
る
。

【
問
】
老
朽
化
を
含
め
機
能

面
に
お
け
る
課
題
把
握
は
。

【
答
】
利
用
者
や
関
係
者

と
意
見
交
換
を
行
い
現
状

把
握
に
努
め
て
い
る
。

【
問
】
全
面
建
替
え
・
移
転

も
視
野
に
入
れ
た
将
来
像

の
検
討
を
始
め
て
は
。

【
答
】
施
設
の
長
寿
命
化

を
含
め
在
り
方
の
検
討
を

進
め
た
い
。

節
電
対
策

【
問
】
市
役
所
本
庁
舎
の
電

気
料
金
の
内
訳
は
。

【
答
】
総
額
２
６
０
０
万

中筬　博之 議員

高
山
市
民
文
化
会
館
の

将
来
像
を
描
け
！

築３０年の高山市民文化会館

則
っ
て
お
り
、
高
山
市
は

寒
冷
地
対
象
地
域
で
あ
る

た
め
支
給
し
て
い
る
。

【
問
】
職
員
の
給
与
は
市
民

の
税
金
で
賄
わ
れ
て
い
る
。

厳
し
い
経
済
状
況
の
中
、

市
民
は
昇
給
や
ボ
ー
ナ
ス

支
給
も
ま
ま
な
ら
な
い
情

勢
で
あ
る
。
こ
の
地
域
の

実
情
に
合
わ
な
い
手
当
を

廃
止
す
る
考
え
は
。

【
答
】
国
の
動
向
を
見
て

対
応
を
考
え
た
い
。

高
齢
者
に

思
い
や
り
の
施
策

【
問
】
介
護
保
険
料
を
長

年
納
め
な
が
ら
、
一
度
も

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し

た
こ
と
が
な
い
90
歳
以
上

の
元
気
な
高
齢
者
に
対
し
、

保
険
料
を
戻
す
代
わ
り
に

「
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
」
を

交
付
す
る
と
い
う
「
介
護

保
険
返
戻
地
域
活
性
化
事

業
（
仮
称
）」
が
他
都
市
で

行
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
事

業
を
検
討
し
て
は
。

【
答
】
高
齢
者
の
健
康
増

進
に
重
点
を
置
い
て
お
り

現
在
の
と
こ
ろ
考
え
て
い

な
い
。

荏名神社付近の危険な通学路
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し
か
し
、
相
撲
、
柔
道
、

剣
道
と
も
に
礼
に
代
表
さ

れ
る
精
神
性
の
高
さ
が
求

め
ら
れ
、
究
極
に
は
道
を

き
わ
め
た
人
間
の
姿
に
そ

の
大
い
な
る
価
値
を
見
い

だ
す
。
剣
道
で
は
、
弓
道

と
同
様
に
残
身
が
重
要
視

さ
れ
る
。

　

中
学
校
に
お
け
る
指
導

で
、
全
て
の
生
徒
に
、
こ

う
し
た
境
地
ま
で
求
め
る

こ
と
は
不
可
能
と
し
て
も

楽
し
さ
や
喜
び
を
味
わ
う

べ
く
勝
敗
を
競
う
と
は
い

え
、
礼
を
重
ん
じ
て
、
技

を
磨
き
、
力
量
を
高
め
、

相
手
を
敬
い
、
慢
心
を
戒

め
、
己
を
律
す
る
強
い
心

を
養
う
こ
と
を
大
い
な
る

目
標
と
す
る
こ
と
の
本
質

を
見
定
め
て
指
導
に
あ
た

っ
て
欲
し
い
と
考
え
て
い

る
。

美
し
い
ま
ち
づ
く
り

【
問
】
桜
の
植
樹
は
。

【
答
】
公
園
や
ま
ち
な
か

の
空
間
を
活
用
し
た
植
樹

や
、
街
路
樹
を
整
備
す
る

こ
と
で
緑
化
を
推
進
し
て

い
る
。

　

コ
バ
ノ
ミ
ツ
バ
ツ
ツ
ジ

は
市
の
花
で
あ
る
こ
と
を

啓
発
し
て
、
植
樹
を
さ
ら

に
推
進
し
て
い
く
。

鳥
獣
の
被
害

【
問
】
イ
ノ
シ
シ
の
対
策
は
。

【
答
】
鳥
獣
被
害
専
門
の

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
招
い
て
、

年
に
２
〜
３
回
研
修
会
を

開
催
し
て
い
る
。

【
問
】
サ
ル
の
対
策
は
。

【
答
】
サ
ル
へ
の
発
信
器

の
取
り
付
け
は
、
地
域
ぐ

る
み
の
取
り
組
み
が
な
い

と
効
果
が
上
が
ら
な
い
の

で
今
後
研
究
し
た
い
。

武
道
の
必
修
化

【
問
】
教
育
長
の
考
え
は
。

【
答
】
武
道
の
必
修
の
背

景
を
改
め
て
考
え
て
み
る

と
「
伝
統
と
文
化
を
尊
重

し
、
そ
れ
ら
を
は
ぐ
く
ん

で
き
た
我
が
国
と
郷
土
を

愛
す
る
と
と
も
に
、
他
国

を
尊
重
し
、
国
際
社
会
の

平
和
と
発
展
に
寄
与
す
る

態
度
を
養
う
こ
と
。」
を

実
現
す
る
こ
と
に
お
い
て

も
有
効
で
あ
る
。

　

武
道
は
、
武
技
、
武
術

か
ら
派
生
し
た
我
が
国
固

有
の
文
化
。
人
間
が
文
字

通
り
一
対
一
で
対
峙
し
、

と
も
に
相
手
の
動
き
に
応

じ
て
、
基
本
動
作
や
基
本

と
な
る
技
を
身
に
付
け
、

攻
撃
し
た
り
相
手
の
技
を

防
御
し
た
り
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
勝
敗
を
競
い
合

う
楽
し
さ
や
喜
び
を
味
わ

う
こ
と
の
で
き
る
運
動
。

溝端　甚一郎 議員

武
道
が

人
間
形
成
の
場
に

６月定例会　一般質問

対
応
を
実
施
し
て
い
る
。

消
防
団
員
減
へ
の
対
応

【
問
】
家
族
も
含
め
て
の
優

遇
（
温
泉
・
宿
泊
・
食
事
・

販
売
・
娯
楽
等
）
も
あ
る

が
こ
の
制
度
の
利
用
度
は

ど
う
な
の
か
。

【
答
】
現
在
、
43
事
業
所

に
登
録
い
た
だ
い
て
い
る
。

利
用
度
調
査
を
実
施
し
把

握
し
た
い
。

【
問
】
市
職
員
採
用
時
に
入

団
を
勧
め
ら
れ
な
い
か
。

【
答
】
新
規
採
用
職
員
の

研
修
時
に
消
防
団
活
動
の

大
切
さ
を
説
明
し
て
い
く
。

農
地
・
水
保
全
管
理
支
払

交
付
金
事
業
は

【
問
】
共
同
活
動
組
織
、
向

上
活
動
組
織
は
何
団
体
か
。

【
答
】
共
同
活
動
組
織
は

64
団
体
、
向
上
活
動
組
織

は
63
団
体
だ
。

【
問
】
高
山
市
の
24
年
度
当

初
予
算
は
５
１
６
２
万
円

だ
。
事
業
費
は
全
体
で
い

く
ら
か
。

【
答
】
全
体
事
業
費
で
２

億
１
４
３
万
円
を
予
定
し

て
い
る
。

【
問
】
計
画
地
の
道
路
は
市

道
の
為
、
こ
の
事
業
は
使

え
な
い
。
市
道
と
し
て
の

新
設
舗
装
対
応
は
出
来
る

の
か
。

【
答
】
舗
装
の
必
要
性
が

高
い
と
判
断
出
来
れ
ば
、

整
備
は
可
能
で
あ
る
。

【
問
】
何
と
か
こ
の
事
業
を

組
み
込
め
な
い
の
か
市
長

に
伺
う
。

【
答
】
市
道
を
農
道
に
変

え
る
事
は
出
来
な
い
。
地

域
振
興
特
別
予
算
等
は
26

年
度
ま
で
の
約
束
の
中
で

確
定
し
て
い
る
。
以
降
は

ど
う
い
う
体
制
で
進
め
る

か
を
地
域
の
皆
さ
ん
と
検

討
し
て
い
く
よ
う
支
所
に

指
示
し
て
い
る
。
地
域
振

興
予
算
的
な
も
の
を
旧
高

山
市
の
中
に
も
入
れ
る
こ

と
も
考
え
て
行
き
た
い
。

常
備
消
防

名
体
制
で
の

災
害
等
は

【
問
】
救
急
・
火
災
等
災
害

が
重
複
し
た
場
合
、
11
名

体
制
で
出
動
出
来
る
の
か
。

【
答
】
車
両
動
態
管
理
シ

ス
テ
ム
に
よ
り
出
動
さ
せ

て
い
る
。
災
害
に
応
じ
て

非
番
職
員
へ
の
招
集
や
他

の
分
署
、
出
張
所
へ
の
非

番
招
集
と
本
署
か
ら
の
車

両
と
併
せ
災
害
重
複
へ
の

北村　征男 議員

地
域
農
業
を
守
る
為
の

取
り
組
み

消防技術を競う操法大会
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総務企画
委員会

調査項目

●所管事務調査（管内視察）
●政策課題調査項目を決定
 （活動方針）

◆
総
務
企
画
委
員
会 

調
査

臨
時
会
に
お
い
て
、
各

常
任
委
員
会
も
新
体
制
に

な
り
、
委
員
会
の
所
管
す

る
事
項
の
確
認
や
、
前
年

度
か
ら
引
き
継
い
だ
事
項

か
ら
、
今
年
度
の
活
動
方

針
を
決
定
し
ま
し
た
。

５
月
18
日　

総
務
企
画

委
員
会
の
所
管
す
る
事
項

に
つ
い
て
調
査
す
る
た

め
、
管
内
（
市
内
）
に
お

け
る
現
地
調
査
を
行
い
ま

し
た
。

【
高
山
市
消
防
署
白
川
出

張
所
】

白
川
村
か
ら
受
託
管
理

し
て
い
る
消
防
署
白
川
出

張
所
は
、
11
名
の
隊
員
が

消
防
活
動
に
取
り
組
ま
れ

て
い
ま
す
。
特
に
こ
の
地

は
東
海
北
陸
自
動
車
道

や
、
白
山
ス
ー
パ
ー
林
道

な
ど
が
あ
り
、
幅
広
い
救

急
救
助
活
動
の
中
、
住
民

の
安
全
確
保
に
取
り
組
ま

れ
て
い
ま
し
た
。

【
地
域
お
こ
し
協
力
員
】

清
見
地
区
地
域
お
こ
し

協
力
員
の
太
田
涼
介
さ
ん

（
24
歳
）
を
訪
ね
、
活
動

内
容
を
伺
い
ま
し
た
。
彼

は
、「
お
っ
ぱ
ら
夢
組
合
」

と
協
働
し
、
地
域
お
こ
し

活
動
に
積
極
的
に
取
り
組

ま
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
地

区
の
皆
さ
ん
に
親
し
ま

れ
、
地
域
の
大
き
な
力
と

な
っ
て
い
ま
す
。
愛
知
県

犬
山
市
出
身
の
彼
は
都
会

か
ら
訪
れ
る
人
が
、
清
見

地
区
の
魅
力
を
感
じ
、
楽

し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う

任
期
満
了
ま
で
頑
張
る
と

い
う
意
気
込
み
で
お
み
え

に
な
り
、
大
変
力
強
く
感

じ
ま
し
た
。

【
飛
騨
高
山
ビ
ッ
グ
ア
リ

ー
ナ
】

平
成
12
年
に
開
館
し
た

本
施
設
も
老
朽
化
し
て
お

り
、
今
年
開
催
の
清
流
国

体
も
あ
る
こ
と
か
ら
床
を

改
修
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、

ア
リ
ー
ナ
全
体
に
お
け
る

利
用
状
況
な
ど
も
伺
い
、

活
発
な
利
用
の
確
認
を
し

ま
し
た
。

【
高
山
市
消
防
本
部
】

高山市消防本部の通信指令室

清見地区地域おこし協力員との懇談

床の修繕が終わった飛騨高山ビッグアリーナ
（メインアリーナ）

高
山
市
の
消
防
署
の
緊

急
情
報
通
信
指
令
シ
ス
テ

ム
の
活
動
状
況
を
視
察

し
、
多
く
の
救
急
救
助
活

動
と
迅
速
か
つ
的
確
な
初

動
体
制
の
確
立
に
懸
命
に

努
力
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

確
認
し
て
き
ま
し
た
。

昨年度において、総務企画委員会では「公共交通体系について」調査研究を重ね、
市に対し政策提言をしたところであります。平成２７年２月には、合併特例期間が
終了し、地域審議会などもなくなる状況の中で、これからの地域づくりをどのよう
にしていくのか。また、地域審議会に代わる組織が必要かどうかなど十分検討する
中で自らの地域を自らで考え、作り上げていく「市民協働のまちづくり」が重要な
課題であると考えています。
その状況を踏まえ総務企画委員会としましては、

①地域自治の確立について
②地域力の向上について
の２点を本年度の政策課題として、調査研究をいたします。
また、「公共交通体系について」「情報通信網の整備について」「職員数と職員給

与の関係について」「各事業仕分について」など引き続き検討してまいります。

今年度の重点調査項目
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福祉保健
委員会

◎今年度、所管事務・事業として下記４項目
の計画が見直されます。委員会として十分
に調査し議論を深めていきます。

①高山市国民健康保険特定健康診査等実施計
画の見直し

計画内容：特定健康診査等基本指針に基づき、
糖尿病等の生活習慣病有病者・予備群を平成
２０年度と比較し平成２７年度までに２５％減少す
るという目標が設定され、対策等実施計画が策
定されました。平成２０年から平成２４年度まで
の５年間を一期とし、平成２５年度以降第２期
に向けて計画を見直す。
②新型インフルエンザ対策行動計画の見直し
計画内容：高山市において、新型インフルエン
ザの脅威から市民の健康を守り、健康被害や社
会経済機能の低下を抑えるために、県の行動計
画と整合性を保ちつつ、高山市の行動計画を策
定し、市としての対策の強化を図る。（初年度
計画は平成２１年に策定し、今年度の見直し）
③食育推進計画の見直し
計画内容：高山市は各分野で、食に関する取り
組みを行ってきたが、さらに家庭・学校・農林
関係者・食品関連事業者・行政機関等食育に関
わる全ての関係者が連携し食育を総合的かつ計
画的に推進していく。（計画の期間は平成２０年
から２４年までの５年間で、平成２５年度に向け
て見直し）
④健康増進計画（健康たかやま２１）見直し
計画内容：国の健康増進法の制定に基づき、高
山市では、住民が主人公となって取り組む健康
づくりと、それを支援するための環境整備を推
進することを目的として、生活習慣病に視点を
おいた、健康増進の具体的な計画を策定してい
る。計画年度期間が終了したので、平成２５年
度に向けて計画を見直す。

調査項目

●所管事務調査（管内視察）
●４つの計画の見直し

①
障
が
い
者
の
就
労

及
び
生
活
支
援

•
市
内
の
就
労
実
態
調

査
に
つ
い
て

•
職
親
制
度
の
実
態
調

査
お
よ
び
課
題
に
つ
い

て•
就
労
拡
大
の
課
題
に

つ
い
て

•
生
活
支
援
の
現
状
と

課
題
に
つ
い
て

②
地
域
医
療
（
在
宅

介
護
・
訪
問
医
療
）

•
地
域
医
療
を
守
る
た

め
の
開
業
医
と
中
核
病

院
と
の
連
携
に
つ
い
て

•
24
時
間
訪
問
随
時
介

護
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

③
子
育
て
支
援
・
子

育
て
環
境

•
保
育
サ
ー
ビ
ス
等
の

受
入
体
制
と
、
利
用
者

の
ニ
ー
ズ
と
の
バ
ラ
ン

ス
に
つ
い
て

•
留
守
家
庭
児
童
教
室

の
現
状
と
課
題
に
つ
い

て④
火
葬
場
の
建
設

•
早
期
建
設
を
望
む
市

民
の
皆
様
の
声
に
応
え

る
た
め
、
用
地
確
保
と

建
設
全
体
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
等
に
つ
い
て
調
査

◎
初
委
員
会 

管
内
視
察
報
告

５
月
18
日　

福
祉
保
健
委
員

会
で
管
内
（
所
管
施
設
）
視
察

を
行
い
ま
し
た
。

主
な
視
察
先

①
久
々
野
火
葬
場
「
霊
慈
苑
」

施
設
概
要

共
用
開
始
時

期
：
平
成
７

年
４
月

年
間
火
葬

許
可
件
数
：

２
６
８
件

（
平
成
22
年
度
）

総
事
業
費
：
４
億
９
千
万
円

主
な
施
設
内
容

待
合
棟
（
待
合
ホ
ー
ル
・
待
合

和
室
12
畳
２
間
）

火
葬
棟
（
冷
却
全
室
火
葬
炉
２

基
・
汚
物
炉
１
基
）

②
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ウ
エ
ル
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
飛
騨　

青
空
作
業
所

事
業
目
的
：
障
が
い
者
の
職
業

自
立
に
向
け
た
サ
ポ
ー
ト
を
行

い
、
自
分
た
ち
の
能
力
を
発
揮

で
き
る
よ
う
な
就
労
機
会
の
拡

充
と
地
域
福
祉
の
向
上
に
寄
与

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
活
動

さ
れ
て
い
ま
す
。

③
病
児
保
育

　
（
レ
ザ
ミ
ひ
だ　

２
階
）

病
気
の
症
状
が
回
復
し
て
お

ら
ず
、
か
つ
当
面
の
病
状
に
急

変
が
認
め
ら
れ
な
い
児
童
を
、

専
用
の
施
設
で
一
時
的
に
保
育

す
る
こ
と
で
、
就
労
等
に
よ
り

保
育
で
き
な
い
家
庭
を
支
援
さ

れ
て
い
ま
す
。

対
象
児
童
は
、
生
後
６
か
月

か
ら
小
学
３
年
生
ま
で
の
児
童

で
、
一
日
に
つ
き
定
員
４
名
。

利
用
料
金
は
１
日
１
人
あ
た
り

２
０
０
０
円
、
５
時
間
以
内
は

１
０
０
０
円
。

久々野火葬場「霊慈苑」

病児保育室

江名子小留守家庭児童教室

今
年
度
の
重
点
調
査
項
目
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文教経済
委員会

《
Ｊ
Ａ
飛
騨
高
山
ト
マ
ト
選
果
場
》

高
山
・
久
々
野
・
清
見
の
３
選
果
場

を
統
合
し
、
新
し
い
ト
マ
ト
選
果
場
が

漆
垣
内
町
に
建
設
さ
れ
ま
し
た
。
事
業
費

は
約
９
億
６
０
０
０
万
円
で
、
そ
の
内
約

４
億
５
０
０
０
万
円
が
国
と
市
の
補
助
で

す
。
こ
れ
に
よ
り
集
荷
・
選
果
・
出
荷
な

ど
の
合
理
化
が
進

み
、
新
シ
ス
テ
ム

導
入
で
ト
マ
ト
の

軟
化
率
な
ど
が
抑

え
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
収
益
率
の
向

上
も
期
待
さ
れ
ま

す
。

《
八
野
大
工
（
金
鳳
台
修
理
）》

市
の
計
画
に
基
づ
く
、
祭
屋
台
修
復
の

現
場
を
見
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
現
在
、

片
野
町
の
八
野
大
工
さ
ん
に
よ
り
、
金
鳳

台
（
下
一
之
町
）
の
修
理
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
高
山
に
は
八
野
大
工
さ
ん
も
所
属

す
る
「
高
山
・
祭
屋
台
保
存
技
術
協
同
組

合
」
と
い
う
特
殊
技
能
の
団
体
が
あ
り
、

高
山
は
も
と
よ
り
、
他
市
の
山
車
・
屋
台

の
修
復

も
手
が

け
て
お

ら
れ
ま

す
。

◇
そ
の
他
の
視
察
先

•
東
小
学
校
改
築
現
場
（
松
之
木
町
）

•
旧
ウ
ッ
ド
イ
ン
で
あ
い

（
荘
川
町
、
牧
戸
）

•
で
あ
い
の
森　
　
（
荘
川
町
、
牧
戸
）

•
㈱
東
海
プ
レ
カ
ッ
ト
飛
騨
匠
工
場

（
新
宮
町
、
木
の
里
団
地
）

《
飛
騨　

森
の
工
房
》

「
飛
騨
製
箸
㈱
」
が
「
木
質
燃
料
㈱
」

と
と
も
に「
飛
騨　

森
の
工
房
」（
新
宮
町
）

を
立
ち
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
間
伐
材
を
利

用
し
て
杉
の
割
り
箸
を
製
造
し
、
そ
の
端

材
や
オ
ガ
コ
を
ペ
レ
ッ
ト
燃
料
に
再
利
用

す
る
も
の
で
す
。
杉
割
り
箸
は
香
り
も
よ

く
手
触
り
も
良
好
で
、
エ
コ
と
と
も
に
森

林
・
林
業
の
活
性
化
へ
の
貢
献
が
期
待
さ

れ
ま
す
。
今
後
は
、
製
品
の
普
及
・
販
路

の
拡
大
な
ど
が
課
題
と
な
っ
て
き
ま
す
。

新しいトマト選果場

調査項目

●所管事務調査（管内視察）
●現地視察報告
５月２２日、文教経済委員会の所管する事業について調
査するため、管内（市内）における現地視察を行いました。

重点調査項目（検討課題）

1 観光政策の展開について

① 誘客推進の点検と各種取り組み

② 中心市街地の賑わい創出と回遊観光

③ のりくらスカイライン観光交通政策

2 若者雇用の創出について

① 若者定住

② 起業支援

③ ファンドの活用

3 地産地消の取り組みについて

高山市における平成２３年の観光客の消費額は約５９４億
円で、それによる経済波及効果の総額は約１２９５億円にの
ぼるとの高山市の調査がでています。観光は間違いなくわ
がまちの基幹産業であります。
同時に、もう一つの基幹産業である農業は、単にその分
野としての経済的役割のみでなく、食を通じて観光面とも
深いかかわりを持ち、高山市の経済全体を押し上げるもの
として、地場での消費率を上げることが求められています。
また、まちの将来像を語るときに、避けて通れない経済
的側面の課題として「若者の働く場所」の問題があり、市
民生活を支える年代層の流出は深刻な問題です。
これらのことから、文教経済委員会は今年度の重点調査
項目を、右表のように設定し研究を進めることとしました。

今年度の重点調査項目

杉の割り箸製造過程

ペレット燃料

集められた杉の間伐材

屋台の方向転換用車輪の
格納部
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消
融
雪
側
溝
（
花
川
町
）

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

（
三
福
寺
町
）

江
名
子
溢
水
防
止
対
策

（
愛
宕
町
）

横
丁
整
備
事
業（
吹
屋
町
）

を
視
察
し
ま
し
た
。

山
口
及
び
坂
口
配
水
区
域

を
対
象
と
し
た
新
た
な
配

水
区
域
を
江
名
子
配
水
池

に
統
合
す
る
整
備
を
進
め

て
い
ま
す
。

平
成
24
年
度
か
ら
25
年

度
に
か
け
て
築
造
し
、
配

水
池
の
容
量
不
足
解
消
及

び
石
浦
南
部
、
西
区
域
の

水
圧
不
足
解
消
を
見
込
ん

で
い
ま
す
。

【
そ
の
他
】

市
道
日
面
線
災
害
復
旧

（
丹
生
川
町
）

山
下
橋
耐
震
対
策
（
一
之

宮
町
）

委員会報告

基盤整備
委員会

調査項目

消融雪側溝

●所管事務調査（管内視察）
●本年度の活動調査項目

【
宮
・
高
山
バ
イ
パ
ス
】

一
般
国
道
41
号
一
之
宮

―

千
島
間
で
は
、
休
日
・

観
光
シ
ー
ズ
ン
等
に
お
い

て
交
通
渋
滞
が
発
生
し
、

大
型
車
両
や
観
光
バ
ス
等

の
通
行
に
よ
る
騒
音
・
振

動
な
ど
の
沿
道
環
境
が
悪

化
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
を
解
消
す
る
た

め
、
ま
た
渋
滞
時
に
排
出

さ
れ
る
排
気
ガ
ス
の
削
減

を
図
る
た
め
、
地
球
に
優

し
い
道
路
環
境
の
実
現
に

向
け
、
総
延
長
９
・
２
㎞

（
一
部
ト
ン
ネ
ル
）
の
区

間
の
バ
イ
パ
ス
整
備
を
進

め
て
い
ま
す
。（
国
の
事

業
）

【
上
ヶ
洞
ト
ン
ネ
ル
】

一
般
国
道
３
６
１
号

は
、
高
山
市
か
ら
長
野
県

伊
那
市
に
至
る
飛
騨
東
部

を
東
西
に
横
断
す
る
幹
線

道
路
で
、
各
産
業
・
経
済

に
と
っ
て
重
要
な
道
路
で

あ
る
と
と
も
に
、
高
根
町

に
お
い
て
は
生
活
道
路
と

し
て
必
要
不
可
欠
な
路
線

と
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か

し
高
根
第
一
ダ
ム
付
近
は

「
急
カ
ー
ブ
が
連
続
す
る
」

「
見
通
し
が
悪
い
」「
勾
配

が
急
」「
幅
員
が
狭
く
乗

用
車
の
す
れ
違
い
が
で
き

な
い
」
と
い
っ
た
問
題
を

抱
え
る
交
通
の
難
所
と
な

っ
て
い
ま
す
。
当
区
間
の

ト
ン
ネ
ル
（
１
，９
８
１

ｍ
）
工
事
に
よ
り
、
広

域
的
な
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
形
成
に
向
け
、
安
全

で
安
心
な
交
通
が
確
保
さ

れ
る
も
の
と
期
待
さ
れ
ま

す
。

【
江
名
子
配
水
池
】

錦
山
配
水
区
域
、
坂
口

５
月
22
日
、
基
盤
整
備
委
員
会
の
所
管
す
る
事
業

に
つ
い
て
調
査
す
る
た
め
、
管
内
（
市
内
）
に
お
い

て
現
地
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

配
水
区
域
は
、
水
需
要
の

増
加
に
よ
り
安
定
供
給
が

危
ぶ
ま
れ
て
お
り
、
既
存

の
送
・
配
水
施
設
に
負
担

が
生
じ
て
い
ま
す
。
そ
の

負
担
解
消
を
図
る
た
め
、

錦
山
配
水
地
区
の
一
部
と

※① 公共物（道路、水路、橋りょう、水道
管など）の効果的な運用について

※②自然資源を活用した新エネルギーの導
入について

③橋りょう及び水道管の耐震化について
④環境行政におけるゴミ処理計画につい
て

⑤都市基本計画とまちづくりについて
⑥上宝町と市内へのアクセス道路につい
て

⑦市道千島～松之木線の延長について
⑧都市計画区域の拡大と都市計画税につ
いて

⑨市道認定と除雪の関係について
⑩町内環境整備における予算について
⑪丹生川荒城地区での畜産問題について

　※印は今年度の重点調査項目

上ヶ洞トンネルの坑口

江名子配水池の用地を確認

今年度の活動調査項目
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開会日 曜日 会議内容 場所

9/11 火 午前９時３０分 本会議 議場

12 水  議案精読日

13 木  議案精読日

14 金  議案精読日 午前１０時質疑・一般質問通告締切

18 火  議案精読日

19 水 午前９時３０分 本会議 議場

20 木 午前９時３０分 本会議 議場

21 金
午前９時３０分 本会議 議場

本会議終了後 議会運営委員会 全員協議会室

24 月 午前９時３０分 予算決算特別委員会 全員協議会室

25 火 午前９時３０分 予算決算特別委員会 全員協議会室

26 水 午前９時３０分 予算決算特別委員会 全員協議会室

27 木
午前９時３０分 総務企画委員会 全員協議会室

午後１時３０分 福祉保健委員会 全員協議会室

28 金
午前９時３０分 文教経済委員会 全員協議会室

午後１時３０分 基盤整備委員会 全員協議会室

10/1 月（予備日）

2 火 午前９時３０分 本会議 議場

改
革
の
ス
ピ
ー
ド
と
ボ

リ
ュ
ー
ム
、
確
か
に
議
員

の
負
担
は
重
く
な
り
ま
し

た
が
、
机
上
の
空
論
と
な

ら
な
い
よ
う
今
回
の
問
題

を
「
変
毒
為
薬
」
の
た
め

の
大
き
な
転
換
点
と
と
ら

え
、
今
後
の
議
員
活
動
の

中
で
実
証
を
示
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

今
秋
に
予
定
し
て
い
る

市
民
意
見
交
換
会
に
は
議

員
全
員
が
分
担
し
て
市
内

20
会
場
へ
お
邪
魔
し
ま
す
。

真
摯
な
姿
で
皆
様
か
ら
ご

教
示
を
た
ま
わ
り
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

「
い
っ
た
い
何
を
や
っ

て
い
る
の
か
！
」
と
お
叱

り
を
い
た
だ
く
今
回
の
会

派
離
脱
問
題
。
急
き
ょ
、

そ
の
経
過
報
告
に
１
ペ
ー

ジ
を
割
き
ま
し
た
。

高
山
市
議
会
は
早
稲
田

大
学
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
研
究

所
に
続
き
、
日
経
グ
ロ
ー

カ
ル
誌
の
議
会
改
革
ラ
ン

キ
ン
グ
に
お
い
て
も
全
国

11
位
と
の
評
価
を
受
け
た

ば
か
り
で
、
今
号
で
は
大

き
く
掲
載
す
る
予
定
で
し

た
。 編

集
後

記

※日程は変更される場合があります。

高山市議会９月定例会日程

古紙パルプ配合率100％再生紙を使用
みやすいユニバーサルデザイン
フォントを採用しています。

「飛騨高山のこれからのまちづくり」をテーマに

全国和牛能力共進会が今年１０月長崎県で開催されます。
飛騨牛は、全国和牛能力共進会の枝肉部門で２期連続

で最優秀を受賞してお
り、長崎大会で３連覇
を目指しています。
高山市議会も、橋本
議長を飛騨牛応援副団
長として積極的に応援
しています。

東
京
大
学
副
学
長 

西
村

幸
夫
先
生
を
講
師
に
招
い
て
、

４
月
21
日
議
員
研
修
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
政
策
提
言
に
つ

な
げ
て
い
く
調
査
研
究
の
一

環
と
し
て
開
催
し
た
も
の
で
、

市
民
と
と
も
に
歩
む
議
会
と

し
て
門
戸
を
開
き
、
情
報
を

共
有
す
る
場
と
し
て
多
く
の

市
民
の
皆
さ
ま
に
も
参
加
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

西
村
教
授
は
、
高
山
を
訪

れ
る
経
路
に
も
大
き
な
魅
力

が
隠
れ
て
い
る
と
指
摘
。
ま

た
、
生
活
感
の
あ
る
内
面

の
隠
れ
た
光
を
顕
在
化
さ
せ

る
こ
と
で
高
山
が
も
っ
て
い

る
ま
ち
の
魅
力
に
さ
ら
に
磨

き
が
か
か
っ
て
い
く
。
そ
う

議員研修 会を開催議員研修 会を開催

飛騨牛応援こども大使

い
う
高
山
の
文
化
の
可
能
性

を
市
民
に
も
知
っ
て
も
ら
う

こ
と
が
大
事
で
あ
る
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
に

も
合
う
も
て
な
し
が
で
き
る

ま
ち
に
す
る
必
要
が
あ
る
等
、

高
山
に
対
す
る
熱
い
思
い
を

語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

講
演
の
後
に
は
、
議
員
の

ほ
か
参
加
さ
れ
た
市
民
か
ら

も
積
極
的
な
質
疑
が
あ
り
、

有
意
義
な
研
修
会
と
な
り
ま

し
た
。

を日本一に

目指せ3連覇！ひとつこころで応援しよう

第１０回 全国和牛能力共進会 長崎県大会

市民も参加しての議員研修会


